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劉
因
の
詩
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
伝
記
に
関
す
る
研
究
と
、
現
存
す

る
諸
版
本
の
校
勘
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
基
礎
作
業
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
伝
記
に

関
し
て
は
、
主
な
も
の
で
も
『
遼
金
元
人
傳
記
索
引
』
・
『
元
人
傳
記
資
料
索
引
』
・

『
元
朝
人
名
録
』
・
『
元
人
文
集
篇
目
分
類
索
引
』
な
ど
の
工
具
書
が
出
版
さ
れ
て

い
て
、
比
較
的
研
究
し
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い
額
。
ま
た
、
個
別
研
究
と
し
て
は
、

福
本
雅
一
氏
が
「
近
世
文
苑
伝
」
の
一
連
の
研
究
の
中
で
、
元
朝
の
文
人
数
名
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
「
伝
記
資
料
表
。
採
択
基
礎
資
料
原
文
。
同
訓
読
。
同
注
。

同
訳
」
と
い
う
形
式
で
基
礎
的
研
究
を
進
め
て
い
て
参
考
に
な
麺
・
し
か
し
、
元
朝

文
人
の
詩
文
集
の
版
本
に
関
し
て
は
、
『
中
國
歴
代
詩
文
別
集
聯
合
書
目
電
第
八
輯

・
元
代
之
部
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の
主
な
も
の
で
あ

る
。
た
だ
こ
れ
は
、
台
湾
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
日
本
や
大

陸
に
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
個
別
研
究
に
至
っ

て
は
、
蓼
蓼
た
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
一
」
の
小
論
で
は
、
試
み
に
劉
因
の
詩
文
集

に
つ
い
て
、
筆
者
が
今
ま
で
調
査
し
得
た
諸
版
木
に
限
っ
て
、
そ
の
体
裁
、
内
容
、

及
び
系
統
な
ど
を
、
い
さ
さ
か
で
も
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

因
は
生
ま
れ
つ
き
す
ぐ
れ
て
お
り
、
三
歳
に
な
る
と
尚
書
を
覚
え
、
六
歳
に
し
て

詩
を
書
く
こ
と
を
覚
え
、
七
歳
に
し
て
文
章
を
作
る
こ
と
を
覚
え
た
。
ま
た
国
子
司

業
で
あ
る
硯
彌
堅
が
真
定
に
お
い
て
教
授
し
て
い
る
時
、
因
は
硯
彌
堅
に
つ
い
て
初

生
ん
だ
。
そ
の
述
は
、

性
理
学
に
精
通
し
た
。

劉
因
、
字
は
夢
吉
、
号
は
静
修
。
宋
の
淳
姑
九
年
（
’
二
四
九
年
）
河
北
の
保
定

容
城
に
生
ま
れ
る
。
代
々
、
儒
家
の
家
柄
で
、
劉
因
の
祖
父
で
あ
る
俣
は
、
金
の
貞

舶
年
間
（
’
二
一
一
一
一
～
一
二
一
六
年
）
に
江
南
に
移
っ
て
劉
因
の
父
親
で
あ
る
述
を

生
ん
だ
。
そ
の
述
は
、
壬
辰
の
年
（
’
二
一
一
一
二
年
）
に
金
に
帰
っ
て
学
問
に
専
念
し
、

及
び
系
統
な
ど
を
、
い
さ
さ
か
で
も
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
｝

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
劉
因
の
生
涯
に
つ
い
て
概
述
し
て
お
こ
池
・

円
は
じ
め
に

め
に
経
学
を
学
び
、
訓
話
疏
釈
の
説
を
究
め
た
。
後
に
、
因
が
自
宅
で
学
問
を
教
え

た
時
は
、
入
門
し
て
く
る
弟
子
の
才
量
や
気
量
を
見
極
め
教
え
た
の
で
、
皆
そ
れ
ぞ

れ
に
大
成
し
た
と
い
う
。

至
元
十
九
年
（
一
二
八
二
年
）
、
不
忽
木
の
推
薦
に
よ
り
、
承
徳
郎
・
右
賛
善
大

夫
に
抜
躍
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
裕
皇
は
東
宮
に
学
校
を
建
て
、
賛
善
大
夫
の
王
恂
に

命
じ
て
側
近
ら
の
子
弟
に
教
え
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
王
恂
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、

因
に
命
じ
て
後
を
つ
が
せ
た
。
し
か
し
、
ほ
ど
な
く
し
て
母
の
病
を
理
由
に
辞
し
て

帰
り
、
翌
年
、
母
親
は
亡
く
な
っ
た
。

至
元
二
十
年
（
一
一
一
八
一
一
一
年
）
、
再
び
集
賢
学
士
・
嘉
議
大
夫
と
し
て
招
か
れ
た

が
、
因
は
病
気
を
理
由
に
か
た
く
断
っ
て
出
仕
し
な
か
っ
た
。

因
は
も
と
も
と
身
体
は
弱
か
っ
た
が
、
母
親
に
続
い
て
子
供
を
亡
く
し
て
か
ら
、

病
気
が
悪
化
し
、
至
元
三
十
年
（
一
二
九
三
年
）
四
月
十
六
日
に
、
四
十
五
歳
で
そ

の
生
涯
を
終
え
た
。
翰
林
学
士
・
資
善
大
夫
・
上
護
軍
の
位
を
追
贈
さ
れ
、
容
城
郡

公
に
追
封
せ
ら
れ
、
文
靖
と
詮
さ
れ
た
。

因
の
著
書
に
は
、
「
四
書
精
要
」
三
十
巻
と
「
丁
亥
集
」
と
い
う
詩
集
五
巻
、
及

び
門
生
や
故
友
た
ち
が
編
纂
し
た
文
集
十
余
巻
と
「
小
學
四
書
語
録
」
が
あ
る
。
ま

た
、
因
が
病
中
に
直
筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
易
繋
辞
説
」
も
あ
る
。

劉
因
文
集
に
関
す
る
筆
者
の
現
在
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
入
手
し
得
た
版
本
は
、

以
下
の
表
の
如
く
十
一
種
類
で
あ
る
。

ロ
版
木
の
種
類
と
内
容

2２



愈澤：「劉因文集」版本考

⑤
表

｜

(1)

＝

劃応F語く巻匪

－２３－

⑤

『静修築」

24巻（抄本）

(内閣文庫蔵）

・弘治辛酉

(1501年）

周旋序〈巻頭〉

･弘治乙丑

(1505年）

崔織故〈巻末〉

･嘉靖十六年

(1537年）

汪堅重修〈巻末〉

④ ③ ② ①

『劉静修文集』

24巻

(内閣文庫蔵）

『静修先生文集』

30巻

(宮内庁書陵部蔵）

『静修先生文集』

30巻

(静嘉堂文庫蔵）

『静鰯||文嫡公文集」

30巻

(内閣文庫蔵）

題名

巻数

所蔵等

序賊等

時代

･弘治辛酉

(1501年）

周旋序<巻末〉

･弘治乙丑

(1505年）

崔櫛賊<巻末〉

･嘉靖十六年

(1537年）

汪堅重修〈巻末〉

･至正九年

(1349年）

九月十一日牒

･永楽二十一年

(1423年）

陳立序<巻頭〉

･成化己亥

(1479年）

(憲宗帝御製序）

<巻頭〉

･弘治辛酉

(1501年）

周旋序〈巻末〉

･弘治乙丑

(1505年）

窪lWi賊〈巻末〉

･嘉靖十六年

(1537年）

汪堅重修〈巻末〉

･至正九年

(1349年）

九月十一日牒

．永楽二十一年

(】423年）

陳立序<巻頭〉

・成化己亥

(1479年）

(憲宗帝御製序）

<巻頭〉

・弘治乙丑

(1505年）

王宗葬序〈巻頭〉

･弘治辛酉

(1501年）

周旋序〈巻末＞

･弘治Ｚ升

(1505年）

崔擶散〈巻末〉

･弘治Ｚ升

(1505年）

王宗弊序〈巻頭）

･弘治辛酉

(1501年）

周旋序〈巻末〉

･弘治乙丑

(1505年〕

崔儲賊〈巻末〉

－工

明

情

序
。
賊
等
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⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥

『静修先生文集』

12巻

(｢畿輔叢醤初編」

所収、東方文化学

院京都研究所）

『容城文靖劉先

生文集』４巻

(｢三賢集｣所収、

東方文化学院京

都研究所）

『静修先生文集』

24巻（抄本）

(静嘉堂文庫蔵）

『静修先生文集』

22巻

(四部叢刊初編

集部）

『静修先生文集』

22巻

(算経閣文庫蔵）

『静修築』

25巻

『続集』３巻

(四庫全書集部）

･至正九年

(1349年）

九月十一日牒

･李謙序

･欧陽玄謹像賛

･李謙序

(据抱經棲奮蔵

元至11項本補）

･李謙序

･郎賓序 ･那賓序

･崔銑序

･萬暦十六年戊

子（1588年）

方義壯序

･光緒十一年乙酉

(1885年）

王瀕威〈巻末〉

･雍正三年

(1725年）

宋賓王記

･乾隆四十二年

(1777年）

紀均等提要
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表
ｌ

(2)

－２５－

所巻題
蔵
等数名

●
「
静
修
劉
文
婿
公
文
集
序
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

王
宗
蕊
序

春
三
月

●
「
静
修
先
生
文
集
総
目
」

・
丁
亥
集
五
巻
弁

樵
庵
集
附
巻
六

・
遺
文
六
巻

・
遺
詩
六
巻

・
拾
遺
七
巻

●
「
丁
亥
築
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
三

（
保
定
崔
織
校
正
と
あ
り
以
下

「
附
録
」
巻
下
ま
で
同
じ
）

〒
亥
築
巻
五
の
一
部
に
抄
補

あ
り
）

●
「
樵
庵
詞
」
目
録
巻
之
六

（
こ
の
項
す
べ
て
抄
補
）

●
「
静
脩
先
生
遺
文
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
詩
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
詩
文
拾
遺
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
七

●
「
静
脩
先
生
績
集
」
目
録

後
學
楊
俊
民
裏
録

『
静
修
劉
文
婿
公
文
集
』

三
十
巻

（
内
閣
文
庫
蔵
）

①

●
「
静
修
劉
先
生
文
集
序
」

永
楽
二
十
一
年
二
四
二
三
）

陳
立
序

●
「
劉
文
婿
公
文
集
序
」

成
化
己
亥
二
四
七
九
）

（
明
憲
宗
御
製
序
）

●
「
至
正
九
年
九
月
十
一
日
牒
」

●
「
静
修
劉
文
靖
公
文
集
序
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

王
宗
舞
序

●
「
静
脩
先
生
遺
像
」

●
「
静
脩
先
生
蜜
像
賛
」欧
陽
玄

●
「
静
脩
先
生
文
集
総
目
」

・
丁
亥
集
五
巻
弁

樵
庵
集
附
巻
六

・
遺
文
六
巻

。
遺
詩
六
巻

・
拾
遺
七
巻

●
「
丁
亥
集
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
五

●
「
樵
庵
詞
」
目
録
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
文
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
詩
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

『
静
修
先
生
文
集
』

三
十
巻

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

②

●
「
静
修
劉
先
生
文
集
序
」

永
楽
二
十
一
年
二
四
二
三
）

陳
立
序

●
「
劉
文
婿
公
文
集
序
」

成
化
己
亥
二
四
七
九
）

（
明
憲
宗
御
製
序
）

●
「
至
正
九
年
九
月
十
一
日
牒
」

●
「
静
修
先
生
文
集
総
目
」

・
丁
亥
集
五
巻
弁

樵
庵
集
附
巻
六

・
遺
文
六
巻

・
遺
詩
六
巻

・
拾
遺
七
巻

●
「
丁
亥
集
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
五

●
「
樵
庵
詞
」
目
録
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
文
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
詩
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
詩
文
拾
遺
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
七

●
「
静
脩
先
生
績
集
」
目
録

後
學
楊
俊
民
哀
録

巻
之
一
～
巻
之
三

●
「
静
脩
先
生
文
集
附
録
」

『
静
修
先
生
文
集
』

三
十
巻

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

③

●
「
静
脩
先
生
遺
詩
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
文
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
詩
文
拾
遺
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
七

●
「
静
脩
先
生
績
集
」
目
録

後
學
楊
俊
民
裏
録

巻
之
一
～
巻
之
三

●
「
静
脩
先
生
文
集
附
録
」

房
山
費
葬
編

巻
上
・
巻
下

●
「
重
刊
劉
静
脩
先
生
文
集
序
」

弘
治
辛
酉
二
五
○
二

周
旋
序

●
「
静
脩
劉
先
生
文
集
球
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

崖
裏
践

●
嘉
靖
十
六
年
二
五
三
七
）

汪
堅
重
脩

『
劉
静
修
文
集
』

二
十
四
巻

（
内
閣
文
庫
蔵
）

④

●
「
重
刊
劉
静
脩
先
生
文
集
序
」

弘
治
辛
酉
二
五
○
二

周
旋
序

●
「
静
脩
先
生
遺
文
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
遺
詩
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
六

●
「
静
脩
先
生
詩
文
拾
遺
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
七

●
「
静
脩
先
生
績
集
」
目
録

後
學
楊
俊
民
衷
録

巻
之
一
～
巻
之
三

●
「
静
脩
先
生
文
集
附
録
」

房
山
寅
稗
編

巻
上
・
巻
下

●
「
静
脩
劉
先
生
文
集
賊
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

崔
夏
賊

●
藝
蕊
項
十
六
年
二
五
三
七
）

汪
堅
重
脩

『
静
修
集
』
（
抄
本
）

二
十
四
巻

（
内
閣
文
庫
蔵
）

⑤

●
「
静
修
築
総
目
」

巻
一
～
巻
二
十
五

●
「
提
要
」

乾
隆
四
十
二
年
二
七
七
七
）

●
「
静
修
築
」

紀
均
等

・
巻
一
～
巻
五

（
丁
亥
集
一
～
五
）

・
巻
六

（
樵
庵
詞
二

・
巻
七
～
巻
十
二

（
遺
文
一
～
六
）

・
巻
十
三
～
十
八

（
遺
詩
一
～
六
）

・
巻
十
九
～
巻
二
十
五

（
拾
遺
一
～
七
）

●
「
静
修
績
集
」

巻
一
～
巻
三

『
静
修
築
』

二
十
八
巻

（
四
庫
全
書
）

⑥
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巻
之
一
～
巻
之
三

●
「
静
脩
先
生
文
集
附
録
」

房
山
買
稗
編

巻
上
・
巻
下

●
「
重
刊
劉
静
脩
先
生
文
集
序
」

弘
治
辛
酉
二
五
○
二

周
旋
序

●
「
静
修
先
生
文
集
散
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

崔
鰯
賊

●
「
静
脩
先
生
詩
文
拾
遺
」
目
録

巻
之
一
～
巻
之
七

●
「
静
脩
先
生
績
集
」
目
録

後
學
楊
俊
民
夏
録

巻
之
一
～
巻
之
三

●
「
静
脩
先
生
文
集
附
録
」

房
山
賓
葬
編

巻
上
・
巻
下

●
「
重
刊
劉
静
脩
先
生
文
集
序
「

弘
治
辛
酉
（
’
五
○
二

周
旋
序

●
「
静
脩
先
生
文
集
賊
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

崔
繍
賊

房
山
貿
稗
編

巻
上
・
巻
下

●
「
重
刊
劉
静
脩
先
生
文
集
序
」

弘
治
辛
酉
二
五
○
二

周
旋
序

●
「
静
脩
劉
先
生
文
集
賊
」

弘
治
乙
丑
二
五
○
五
）

崔
禰
賊

嘉
靖
十
六
年
二
五
三
七
）

汪
堅
重
脩
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表
｜

(2)

－２７－

所巻題
蔵
等数名

●
「
静
修
先
生
文
集
序
」

李
謙
序

●
「
静
修
先
生
文
集
」
目
録

（
末
尾
の
二
葉
を
欠
く
）

巻
之
一

・
辞

・
五
言
古
詩

（
末
葉
に
「
至
順
庚
午
宗

文
堂
刊
」
と
い
う
印
記

あ
り
）

巻
之
二

・
五
言
古
詩

巻
之
三

・
和
陶

巻
之
四

・
七
言
古
詩

巻
之
五

・
七
言
古
詩

巻
之
六

・
雑
言

巻
之
七

・
五
言
律
詩

（
二
葉
を
欠
く
）

巻
之
八

・
七
言
律
詩

巻
之
九

・
七
言
律
詩

巻
之
十

・
七
言
律
詩

巻
之
十
一

『
静
修
先
生
文
集
』

二
十
二
巻

（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

⑦

●
「
静
修
先
生
文
集
序
」

李
謙
序

（
「
据
抱
經
櫻
蓄
蔵
元
至

順
本
補
」
と
い
う
欄
外

注
あ
り
）

●
「
静
修
先
生
文
集
」
目
録

巻
之
一

・
辞

・
五
言
古
詩

（
末
葉
に
「
至
順
庚
午
宗

文
堂
刊
」
と
い
う
印
記

あ
り
）

巻
之
二

・
五
言
古
詩

巻
之
三

・
和
陶

巻
之
四
～
巻
之
五

・
七
言
古
詩

巻
之
六

・
雑
言

巻
之
七

・
五
言
律
詩

巻
之
八
～
巻
之
十

・
七
言
律
詩

巻
之
十
一

・
五
言
絶
句

巻
之
十
二
～
巻
之
十
四

・
七
言
絶
句

巻
之
十
五

・
楽
府

『
静
修
先
生
文
集
』

二
十
二
巻

（
四
部
叢
刊
）

⑧

●
「
宋
賓
王
記
」

雍
正
三
年
二
七
二
五
）

●
「
静
修
先
生
文
集
序
」

李
謙
序

●
「
劉
静
修
先
生
遺
像
」

●
「
歓
陽
玄
整
像
賛
」

●
「
静
修
先
生
文
集
」
目
録

巻
之
一

・
辞

・
五
言
古
詩

（
後
注
に
「
元
刻
有
至
順
庚

午
孟
秋
宗
文
堂
刊
十
字
」

と
あ
る
）

巻
之
二

・
五
實
古
詩

巻
之
三

・
和
陶

巻
之
四

・
七
言
古
詩

巻
之
五

・
七
言
古
詩

巻
之
六

・
雑
言

巻
之
七

・
五
言
律
詩

巻
之
八

・
七
言
律
詩

巻
之
九

・
七
言
律
詩

巻
之
十

『
静
修
先
生
文
集
』
（
抄
本
）

二
十
四
巻

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

⑨

●
「
重
刊
靜
修
先
生
文
集
序
」

無
錫
那
賓
序

字
國
賢

護
文
荘

●
「
靜
修
文
集
序
」

崔
銑

●
「
重
刊
靜
修
劉
先
生
文
集
序
」

方
義
壯

蕊
歴
十
六
年
戊
子
二
五
八
八
）

●
「
牒
」

（
至
正
九
年
九
月
十
一
日
）

●
「
静
修
劉
先
生
遺
像
」

●
「
先
生
盛
像
賛
」

欧
陽
玄

●
又
、
謝
端

●
又
、
宋
漉

●
「
静
修
劉
先
生
文
集
」
目
録

巻
之
一・
理
学

・
序

・
記

巻
之
二

・
説

・
賛

・
爵
・
疏
・
題
践

・
文
・
碑
銘
誌
表

巻
之
三

詩・
五
古
・
和
陶
五
古

・
七
古
・
五
律

『
容
城
文
嫡
劉
先
生
文
集
』

四
巻

（
三
賢
集
）

⑩

●
「
元
史
本
傅
」

●
「
重
刊
靜
修
先
生
文
集
序
」

那
賓
序

●
「
牒
」

至
正
九
年
九
月
十
一
日

●
「
静
修
先
生
文
集
」
目
録

巻
一・
雑
著
・
説

巻
二

・
序
・
記

巻
三

・
宙
後
題
政
・
醤
・
疏

巻
四

・
記
事
・
碑
銘
誌
表

・
瀞

巻
五

・
祭
弔
文
・
銘
賛

・
賦

巻
六
、
詩

・
五
言
古

巻
七
、
詩

・
七
言
古

・
雑
言

巻
八
、
詩

・
五
言
律

巻
九
、
詩

・
七
首
律

巻
十
、
詩

・
五
言
絶
句

・
六
言
附

『
静
修
先
生
文
集
』

十
二
巻

（
畿
輔
叢
書
）

⑪
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・
五
言
絶
句

巻
之
十
二

・
七
言
絶
句

巻
之
十
三

・
七
言
絶
句

巻
之
十
四

・
七
言
絶
句

巻
之
十
五

・
楽
府

巻
之
十
六

・
碑

巻
之
十
七

・
墓
表

・
墓
銘

巻
之
十
八

・
記

巻
之
十
九

・
序

巻
之
二
十

・
説
・
銘
・
賛

・
祝
文
・
祭
文

・
哀
辞

巻
之
二
十
一

・
書
・
疏

・
雑
著

巻
之
二
十
二

・
題
蹴

巻
之
十
六

・
碑

巻
之
十
七

・
墓
表

・
墓
銘

巻
之
十
八

・
記

巻
之
十
九

・
序

巻
之
二
十

・
説
・
銘
・
賛

・
祝
文
・
祭
文

。
哀
辞

巻
之
二
十
一

・
書
・
疏

・
雑
著

巻
之
二
十
二

・
題
敏

・
七
言
律
詩

巻
之
十
一

・
五
言
絶
句

巻
之
十
二

・
七
言
絶
句

巻
之
十
三

・
七
言
絶
句

巻
之
十
四

・
七
言
絶
句

巻
之
十
五

・
楽
府

巻
之
十
六

・
碑

巻
之
十
七

・
墓
表
・
墓
銘

巻
之
十
八

・
記

巻
之
十
九

・
序

巻
之
二
十

・
説
・
銘
・
賛

・
祝
文
・
祭
文

・
言
辞

巻
之
二
十
一

・
書
・
疏

・
雑
著

巻
之
二
十
二

・
題
践

●
「
静
修
先
生
文
集
補
遺
」

巻
上
・
巻
下

・
七
律

巻
之
四

詩・
五
絶
・
七
絶

・
賦

・
辞

・
雑
言
・
楽
府

・
附
録

●
「
静
修
静
聴
不
起
辨
」

前
湘

●
「
劉
静
修
傳
」

前
湘

巻
十
一
、
詩

・
七
言
絶
句

巻
十
二
、
詩

・
和
陶

●
「
光
緒
十
一
年
乙
酉

二
八
八
五
）
六
月
十
七
日
球
」

王
願
肱



會檸 ｢劉因文集」版本考

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
文
集
の
構
成
か
ら
み
て
、
①
～
⑥
と
⑦
～
⑪
と
で

は
、
そ
の
有
り
様
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
い
ま
、
そ
れ
ら
を
Ａ
群
（
①

～
⑥
）
と
Ｂ
群
（
⑦
～
⑪
）
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
説

明
の
便
宜
上
、
こ
の
方
が
論
を
進
め
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ

両
群
の
版
木
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
系
統
も
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
”
。

Ａ
群
は
、
劉
因
の
作
品
集
の
成
立
順
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
①
～
③
は
、
先
ず
巻
首
に
劉
因
の
自
選
詩
集
と
言
わ
れ
て
い
る
「
丁
亥
集
」
五

巻
に
「
樵
庵
詞
」
一
巻
を
、
巻
六
と
し
て
附
し
、
続
い
て
彼
の
門
人
、
故
友
の
編
纂

に
係
わ
る
「
遺
文
」
六
巻
、
「
遺
詩
」
六
巻
、
「
拾
遺
」
七
巻
、
更
に
楊
俊
民
の
哀
録

に
係
わ
る
「
続
集
」
三
巻
、
費
葬
の
編
纂
に
係
わ
る
「
附
録
」
（
上
・
下
）
二
巻
を

合
わ
せ
て
合
刻
し
、
三
十
巻
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
④
。
⑤
の
二
十
四
巻
と
い
う
の

は
、
前
述
の
三
十
巻
か
ら
「
丁
亥
集
」
五
巻
、
「
樵
庵
詞
」
一
巻
の
計
六
巻
が
抜
け

て
い
る
も
の
で
、
⑥
は
、
「
附
録
」
の
二
巻
を
省
い
て
二
十
八
巻
に
仕
立
て
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
「
附
録
」
二
巻
と
い
う
も
の
は
、
劉
因
に
関
す
る
史
料
を
集
め
た
も

の
で
、
劉
因
自
身
の
作
品
そ
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
省
か
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
群
は
、
彼
の
作
品
集
の
成
立
順
や
そ
の
ま
と
ま
り
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
彼
の
作
品

の
形
式
、
即
ち
詩
形
や
文
体
別
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
⑦

～
⑨
は
詩
を
先
に
し
、
文
を
後
に
す
る
も
の
、
⑩
・
⑪
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
文
を
先

に
し
、
詩
を
後
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
文
集
の
構
成
か
ら
ふ
て
、
そ
れ
ら
を
弁
別
し
、
そ
の
概
要
を
承
て
き
た
わ

け
だ
が
、
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
木
の
性
格
に
つ
い
て
序
・
骸
を
中
心
に
検
討
し
て

染
よ
う
。

〔
Ａ
群
〕

①
『
静
修
劉
文
靖
公
文
集
』
三
十
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）

こ
の
版
本
は
、
巻
頭
に
明
の
弘
治
乙
丑
二
五
○
五
年
）
の
王
宗
葬
の
序
が
、
巻

末
に
同
じ
く
弘
治
辛
酉
二
五
○
一
年
）
の
周
旋
の
序
と
、
こ
の
文
集
を
重
刻
出
版

し
た
弘
治
乙
丑
二
五
○
五
年
）
の
崔
濁
の
賊
が
あ
る
。

⑥

ま
ず
、
年
次
の
一
番
早
い
周
旋
の
序
を
承
る
と
、
文
集
の
題
は
「
重
刊
劉
静
修
先

生
文
集
序
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
版
本
が
重
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

周
旋
は
、
崔
樹
が
こ
の
文
集
を
出
版
し
た
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

静
修
劉
先
生
詩
文
若
干
篇
、
醤
有
板
刻
、
歳
久
磨
滅
不
傳
、
先
生
以
節
行
高
天

下
、
後
之
學
者
、
景
仰
思
慕
、
毎
以
先
生
之
文
之
詩
流
布
不
廣
而
不
得
、
以
家

傳
人
調
爲
恨
、
吾
邑
侯
崔
君
獄
於
先
生
爲
同
里
、
政
治
之
暇
、
毎
與
人
談
及
遊

事
、
而
慨
然
有
志
、
偶
得
善
本
、
緬
椙
俸
命
工
梓
刻
以
行
、
伸
子
序
之
、
…
…

つ
ま
り
、
劉
因
の
詩
文
集
に
は
、
蓄
刻
本
が
あ
っ
た
が
、
長
い
歳
月
を
経
る
う
ち
、

磨
滅
し
て
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
そ
の
為
、
後
学
の
者
達
が
、
劉
因

の
学
問
を
学
ぶ
上
で
不
便
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
。
こ
の
当
時
、
周
旋
の
郷
里
で
あ

る
慈
瀦
県
の
知
県
を
し
て
い
た
崔
織
は
、
劉
因
と
同
郷
の
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
文
集

が
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
そ
の
学
問
の
顕
彰
が
十
分
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
収

集
に
努
め
、
善
本
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
自
腹
を
き
っ
て
こ
の

文
集
の
重
刊
に
と
り
か
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
際
周
旋
は
崔
衙
か
ら
こ
の
文

集
の
序
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
王
宗
麺
の
序
で
あ
る
が
、
こ
の
序
の
書
か
れ
た
年
次
は
、
「
弘
治
乙
丑
春

一
一
一
月
哉
生
明
」
、
つ
ま
り
弘
治
十
八
年
（
一
五
○
五
年
）
一
一
一
月
一
一
一
日
で
あ
り
、
こ
れ

は
、
崔
織
の
政
が
書
か
れ
た
「
弘
治
乙
丑
春
三
月
既
望
」
、
弘
治
十
八
年
三
月
十
六

日
と
ほ
ぼ
同
じ
歳
次
で
あ
り
、
周
旋
の
序
が
書
か
れ
て
か
ら
、
ほ
ぼ
四
年
の
歳
月
を

費
や
し
て
、
こ
の
文
集
の
重
刻
が
完
成
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
王
宗

鍵
の
序
に
は
、
周
旋
の
序
よ
り
も
詳
し
く
こ
の
間
の
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
序
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

但
是
集
、
奮
在
蜀
府
者
、
板
刻
最
善
、
余
嘗
鏑
官
於
彼
、
毎
嘆
吾
郡
當
時
有
是

2９
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儒
之
挺
生
、
而
後
世
無
是
集
之
板
刻
、
誠
峡
典
也
、
後
因
公
務
至
京
、
會
郷
友

博
野
劉
文
穆
先
生
亦
以
是
爲
一
一
一
一
□
、
回
蜀
遂
以
是
集
、
寄
郡
人
翰
林
編
修
徐
大
遊
、

轌
付
郡
守
鐙
梓
、
未
幾
、
大
遊
不
禄
、
劉
公
亦
歸
老
、
事
寛
無
成
、
今
偶
得
郷

友
崔
景
曜
以
名
進
士
、
知
制
之
慈
籍
事
、
得
蜀
本
、
政
暇
重
加
校
正
、
命
工
翻

刻
、
以
廣
其
傳
、
景
曜
政
優
、
韓
慮
州
府
威
守
、
以
同
郡
之
故
、
厨
余
爲
序
、

つ
・
ま
り
、
⑩
劉
因
文
集
の
版
本
と
し
て
は
、
蜀
本
が
最
‐
も
よ
い
Ｊ
｜
い
）
の
で
あ
っ
た
こ

と
、
②
し
か
し
、
後
世
劉
因
文
集
の
版
刻
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る

こ
と
、
③
後
、
公
務
で
京
師
に
行
っ
た
時
、
同
郷
の
（
河
北
・
保
定
府
）
劉
文
穆
先

生
に
会
い
、
同
郷
の
す
ぐ
れ
た
先
達
で
あ
る
劉
因
の
文
集
が
出
版
さ
れ
な
い
う
ら
み

を
話
し
合
っ
た
こ
と
。
③
そ
こ
で
、
蜀
に
⑪
も
ど
る
と
、
劉
因
文
集
の
出
版
を
企
図
し
、

同
郷
の
翰
林
編
修
徐
大
遊
に
依
頼
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
保
定
知
府
に
預
け
て
出
版
し

よ
う
と
し
た
。
が
間
ｊ
小
）
な
く
徐
大
遊
が
亡
く
な
り
、
劉
文
穆
ｊ
一
四
）
官
職
を
退
い
て
し
ま

っ
た
為
、
こ
の
企
画
は
成
就
し
な
か
っ
た
こ
と
。
⑤
今
、
慈
離
知
県
に
な
っ
た
同
郷

の
崔
景
畷
（
衞
）
が
、
蜀
本
を
入
手
し
、
政
務
の
あ
い
間
に
、
そ
れ
に
校
定
を
加
え
、

こ
の
文
集
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
郷
の
好
み
で
自
分
（
王
宗
葬
）
に

序
を
書
く
よ
う
依
頼
し
て
き
た
こ
と
、
と
い
う
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
文
集
を
校
定
出
版
し
た
崔
嵩
の
序
で
あ
る
が
、
前
半
で
劉
因
の
人

と
な
り
を
記
す
。
ま
た
、
渡
江
の
賦
に
は
、
漢
国
家
を
尊
び
、
元
朝
を
卑
し
む
意
が

表
れ
て
い
な
い
と
い
う
説
を
否
定
し
、
劉
因
の
元
朝
に
対
す
る
抵
抗
の
意
識
を
た
た

え
て
い
る
。
文
集
出
版
と
の
関
わ
り
で
み
て
ゆ
く
と
、
ま
ず
、

マ
マ

元
本
乃
門
人
真
定
安
煕
所
訂
、
寂
爲
詳
切
、
後
以
年
遠
、
板
刻
模
糊
、
遂
失
其

傳
、

と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
劉
因
文
集
の
元
本
は
、
劉
因
の
門
人
の
安
癖
が
校
定
し
た
Ｊ
一
い
）

の
で
、
詳
し
く
て
い
ね
い
な
ｕ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
年
月
が
経
る
う
ち
、
板
刻

は
模
糊
と
な
り
、
遂
に
は
伝
わ
る
こ
と
‘
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。

次
い
で

後
以
僥
倖
流
遊
南
北
、
訪
諸
名
人
、
皆
莫
有
蓄
其
真
本
、
間
一
有
之
、
亦
舛
錆

脱
落
、
殊
不
憧
人
意
、
幸
於
趙
先
生
虜
、
得
観
蜀
本
、
而
讃
之
不
勝
慶
幸
、
但

將
詩
詞
歌
賦
吟
行
曲
引
古
長
短
等
篇
、
各
分
為
彙
、
以
為
易
於
検
閲
、
殊
失
先

生
正
意
、
愚
故
謹
依
元
本
、
將
丁
亥
集
、
訂
作
首
巻
、
而
遺
文
遺
詩
拾
遺
以
次

列
之
、

と
あ
り
、
劉
因
文
集
の
善
本
を
あ
ち
こ
ち
探
し
て
み
た
が
、
な
か
な
か
み
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
趙
先
生
（
未
詳
）
の
と
こ
ろ
で
、
蜀
本
を
見
る
機
会
を
得
た
。

但
だ
、
こ
の
蜀
本
は
、
詩
形
・
文
体
別
に
編
纂
さ
れ
て
い
て
、
確
か
に
検
閲
に
は
便

利
で
は
あ
る
が
、
劉
因
文
集
を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
最
も
大
事
な
劉
因
の
真
意
か

ら
は
、
は
ず
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
自
分
は
、
元
本
に
従
っ
て
「
丁
亥
集
」
を
巻
首
に

お
き
、
以
下
「
遺
文
」
、
「
遺
詩
」
、
「
拾
遺
」
と
い
う
工
合
い
に
、
作
品
集
の
成
立
順

に
編
纂
し
な
お
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
蜀
本
の
序
文
も
合
わ
せ
載
せ
て
、
出
版

す
る
こ
と
に
し
た
、
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
崔
獄
が
一
一
一
一
□
う
蜀
本
の
序
文
と
は
、
こ
の
内
閣
文
庫
本
に
は
入
っ
て
お
ら

ず
、
②
の
静
嘉
堂
文
庫
本
、
及
び
③
の
宮
内
庁
本
に
あ
る
成
化
己
亥
二
四
七
九
年
）

に
書
か
れ
た
憲
宗
帝
御
製
序
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
確
か
に
、
②
、
③
に
あ
る
蜀

本
の
序
を
み
る
と
、

、
、
、
、
▼
▽
■
▼
ｂ
Ｕ
Ｕ
ｂ
Ｕ

國
政
之
暇
、
讃
先
生
之
遺
文
、
見
丁
亥
・
樵
庵
等
集
、
而
記
・
序
・
碑
誌
・
傳
・

、
Ｕ
Ｖ
、
、
、
、
、
、
Ｕ
▽
■
、
▽
■
、
、
■
、

賛
・
詩
・
賦
前
後
失
次
、
不
便
披
閲
、
因
命
儒
臣
、
蕊
聚
成
編
、
鐙
梓
以
傳
、

マ
マ

博
先
生
之
道
、
然
白
於
世
、
後
之
學
者
、
誠
有
頼
焉
。
（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）

と
あ
り
、
元
々
「
丁
亥
集
」
「
樵
庵
集
」
等
の
作
品
ご
と
に
ま
と
め
て
編
纂
し
て
あ

っ
た
も
の
を
、
披
閲
に
不
便
な
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
作
品
集
の
枠
を
と
り
は
ら
い
、

詩
形
・
文
体
別
に
編
纂
し
な
お
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
崔
簡
が
そ
の
序

で
言
う
通
り
、
こ
の
蜀
本
の
体
裁
を
、
元
々
の
体
裁
に
編
纂
し
な
お
し
て
い
る
こ
と

は
確
か
な
こ
と
と
考
え
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
内
閣
文
庫
文
の
体
裁
は
、
表
１
②
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
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こ
の
版
本
だ
け
の
特
徴
と
し
て
、
「
保
定
崔
織
校
正
」
の
六
文
字
が
、
い
ず
れ
の
巻

に
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
下
に
集
一
か
ら
集
三
十
ま
で
の
通
し
番
号
が
は
い
っ
て
い

る
。
即
ち
、
「
丁
亥
集
」
巻
一
・
保
定
崔
揃
校
正
・
集
一
か
ら
、
買
舞
編
の
「
附
録
」

巻
下
・
保
定
崔
紬
校
正
・
集
三
十
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他

の
版
木
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

②
『
静
修
先
生
文
集
』
三
十
巻
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

》
」
の
版
本
を
①
の
内
閣
文
庫
本
と
比
較
し
て
ゑ
る
と
、
「
静
修
先
生
文
集
総
目
」

以
下
の
本
文
と
巻
末
の
序
・
鮫
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
事
柄
を
除
い
て
は
、
全
く
同

じ
体
裁
で
あ
る
。
た
だ
、
巻
首
に
お
か
れ
る
序
な
ど
が
格
段
に
増
え
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
こ
で
は
「
遺
像
」
や
「
謹
像
賛
」
は
、
直
接
出

版
の
事
情
を
み
る
の
に
あ
ま
り
関
係
が
無
い
の
で
、
お
い
て
お
く
こ
と
と
し
て
、
問

題
な
の
は
、
周
旋
以
前
の
序
及
び
牒
で
あ
る
。

成
化
己
亥
二
四
七
九
年
）
の
序
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
す
で
に
ふ
れ
て
い
る
の

⑨
で
、
こ
こ
で
は
、
陳
立
の
序
と
至
正
九
年
九
月
十
一
日
牒
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

陳
立
の
序
は
、
永
楽
二
十
一
年
（
一
四
一
一
三
年
）
に
醤
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は

其
遺
藁
若
干
、
至
正
癸
未
、
恰
刺
那
海
、
愈
断
西
道
事
、
刻
板
干
嘉
禾
郡
岸
、

今
七
十
餘
年
実
、
去
冬
断
江
愈
憲
龍
公
、
按
臨
干
蓮
、
観
其
板
之
腐
朽
、
字
之

模
糊
、
遂
謀
於
太
守
塩
胡
城
公
、
命
工
重
修
以
圖
永
久
、
亦
先
王
冥
冥
之
幸
也
、

と
あ
っ
て
、
元
の
順
帝
、
至
正
癸
未
（
三
年
、
一
一
一
一
四
一
一
一
年
）
の
歳
に
江
南
湖
西
道

愈
事
（
正
五
品
）
で
あ
っ
た
恰
刺
那
海
が
、
嘉
禾
郡
の
郡
麺
に
「
劉
因
文
集
」
を
翻

刻
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
事
実
は
、
至
正
九
年
（
一
一
一
一
四
九
年
）
九
月
十
一
日
牒
に

照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
よ
り
一
層
は
っ
き
り
す
る
。

こ
の
牒
は
、
余
事
恰
刺
那
海
が
江
南
漸
西
道
粛
政
廉
訪
司
へ
提
出
し
た
公
式
文
書

で
、
劉
因
の
人
と
な
り
や
学
問
の
顕
彰
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
そ
し
て
、
次
の
よ
う

に
言
う
。

訪
求
故
藁
、
所
當
微
顯
而
闘
幽
、
考
諸
學
官
、
或
文
有
可
釆
、
或
事
有
可
録
、

、
、
℃
、
、
、

皆
得
鐙
梓
以
傅
、
呪
先
生
詩
文
、
大
關
世
教
、
豈
容
燭
畉
、
今
抄
録
詩
文
附
録

、
、
、
、

共
一
一
一
十
巻
、
於
各
路
儒
學
銭
量
多
虚
、
刊
行
傅
布
、
則
上
可
以
輝
國
家
之
風
化
、

下
可
以
爲
學
者
之
範
模
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
劉
因
の
抄
録
さ
れ
た
詩
文
附
録
合
わ
せ
て
三
十
巻
を
、
経
済
的
に

豊
か
な
各
路
の
儒
学
に
お
い
て
刊
行
出
版
せ
し
め
ん
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

至
正
九
年
の
牒
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ま
で
ぱ
ら
ぱ
ら
で
あ
っ
た
劉
因
の
作
品
集
等

を
三
十
巻
本
の
劉
因
文
集
と
し
て
ま
と
め
、
官
刻
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。
陳
立
の
序
に
よ
る
と
、
こ
の
至
正
官
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
至
正
三
年
で

あ
り
、
牒
に
記
さ
れ
た
至
正
九
年
の
年
次
と
は
六
年
の
開
き
が
あ
る
。
そ
の
上
「
今

七
十
餘
年
笑
」
と
し
て
、
至
正
官
刻
本
の
出
版
年
次
か
ら
、
序
が
書
か
れ
た
永
楽
二

十
一
年
ま
で
を
概
算
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
序
の
年
次
に
従
う
と
、
丁
度
八
十

年
の
歳
月
を
経
た
こ
と
に
な
り
、
「
七
十
餘
年
」
と
い
う
記
載
と
合
わ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
逆
に
牒
の
年
次
か
ら
計
算
し
た
方
が
こ
の
記
述
に
よ
く
あ
っ
て
い
麺
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
至
正
年
間
に
劉
因
文
集
三
十
巻
本
の
官
刻
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
事
実
と
認
め
て
よ
い
。
従
っ
て
、
陳
立
が
言
う
「
嘉
禾
郡
摩
」
（
元
代
、
嘉

興
路
の
路
学
）
で
翻
刻
さ
れ
た
劉
因
文
集
も
、
至
正
官
刻
本
の
一
つ
に
違
い
な
く
、

そ
れ
が
七
十
余
年
も
経
た
永
楽
二
十
年
（
一
四
一
一
一
一
年
）
頃
に
は
、
板
木
も
腐
朽
し
、

文
字
も
磨
耗
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
断
江
念
憲
龍
公
が
太
守
の
胡
公
と
相
談

し
て
、
重
修
本
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

③
『
静
修
先
生
文
集
』
三
十
巻
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

こ
の
版
本
も
「
総
目
」
以
下
の
本
文
は
、
①
と
②
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
序

の
と
り
方
は
②
に
近
い
が
、
そ
れ
も
若
干
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
に
も
あ
っ

た
王
宗
葬
の
序
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巻
末
に
あ
る
崔
弼
の
賊
の
す
ぐ
後

に
「
嘉
靖
十
六
年
三
月
知
保
定
府
族
徳
汪
堅
重
脩
」
と
一
行
だ
け
記
さ
れ
て
お
り
、
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こ
れ
が
崔
島
の
重
刊
本
を
、
更
に
保
定
知
府
汪
堅
が
重
修
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
汪
堅
の
重
修
本
は
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
年
）
の
刊
行
で
あ
る
か

ら
、
崔
織
の
そ
れ
か
ら
一
一
一
十
二
年
後
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
何
故
重
修
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
知
る
由

も
な
い
。

④
『
劉
静
修
文
集
』
二
十
四
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）

⑤
『
静
修
集
』
（
抄
本
）
二
十
四
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）

④
は
、
③
の
汪
堅
重
修
本
三
十
巻
か
ら
、
「
丁
亥
集
」
五
巻
と
「
樵
庵
詞
」
一
巻

の
計
六
巻
を
除
い
た
も
の
で
、
⑤
は
そ
の
手
抄
本
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
④
と
⑤
は
、

汪
堅
重
修
本
の
系
統
に
間
違
い
な
い
が
、
④
が
何
故
劉
因
の
自
選
詩
集
で
あ
る
「
丁

亥
集
」
を
わ
ざ
わ
ざ
省
い
た
の
か
、
ま
た
⑤
の
抄
本
が
何
時
、
誰
に
よ
っ
て
手
抄
さ

れ
た
の
か
な
ど
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
手
が
か
り
が
な
い
の
で
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

⑥
『
静
修
築
』
二
十
八
巻
（
「
四
庫
全
蕊
」
所
収
）

こ
の
版
本
に
あ
る
紀
均
等
の
提
要
に
よ
る
と
「
静
修
築
一
一
十
五
巻
、
績
集
三
巻
、

元
劉
因
撰
」
と
あ
っ
て
、
費
鍵
の
編
纂
に
係
わ
る
「
附
録
」
二
巻
を
省
き
、
二
十
八

巻
本
に
仕
立
て
て
あ
る
。
次
い
で
劉
因
の
作
品
集
の
成
立
の
過
程
を
要
領
よ
く
ま
と

め
て
、既
乃
自
訂
丁
亥
詩
五
巻
、
壼
取
他
文
焚
之
、
卒
後
門
人
故
友
裏
其
軟
稿
、
得
樵

電
詞
集
一
巻
、
遺
文
六
巻
、
遺
詩
六
巻
、
拾
遺
七
巻
、
最
後
楊
俊
民
又
得
績
集

三
巻
、
其
中
或
有
因
所
自
焚
者
、
未
可
知
也
、
至
正
中
、
官
爲
刊
行
、
因
其
所

居
齋
名
之
曰
静
修
築
、

と
述
べ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
。

⑬

と
こ
ろ
で
、
こ
の
提
要
と
「
四
庫
全
書
總
目
」
巻
一
百
六
十
六
・
集
部
の
項
に
あ

る
「
静
修
集
」
の
解
説
と
で
は
、
若
干
内
容
に
違
い
が
あ
る
。
「
総
目
」
で
は
、
そ

の
見
出
し
が
「
静
修
集
三
十
巻
、
両
江
總
督
採
進
本
」
と
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
、

既
乃
自
訂
丁
亥
詩
集
五
巻
、
霊
取
他
文
焚
之
、
卒
後
門
人
故
友
哀
其
秩
稿
、
得

、
、
、

樵
電
詞
集
一
巻
、
遺
文
六
巻
、
拾
遺
七
巻
、
最
後
楊
俊
民
又
得
綴
集
二
巻
、
橘

も
も
も
、
、
、
、

、
、
、
℃
、
、
、
ｂ
ｂ

拾
残
騰
、
一
宇
不
適
、
其
中
當
必
有
因
所
自
焚
者
、
一
例
編
輯
、
未
必
因
本
意

、
℃
、
、
、
Ｕ
、
、
、
、
、
▽
、
、
で
、
、
、

也
、
後
房
山
賢
弊
復
増
入
附
録
二
巻
、
合
成
二
一
十
巻
、
至
正
中
、
官
爲
刊
行
、

、
、
、
、
、
、

即
今
所
博
之
本
、

と
述
べ
る
。
こ
の
中
で
「
績
集
」
三
巻
を
二
巻
と
し
た
り
、
「
遺
詩
」
六
巻
を
抜
か

し
た
り
し
て
い
る
誤
り
は
あ
る
も
の
の
、
至
正
官
刻
本
が
、
本
来
三
十
巻
本
で
あ
る

こ
と
を
正
し
く
述
べ
て
い
る
。
前
述
の
提
要
で
は
、
「
附
録
」
二
巻
を
無
視
し
た
書

き
方
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
為
、
至
正
官
刻
本
が
も
と
も
と
二
十
八
巻
本
で
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
て
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
四
庫
全
書
本
も
、

至
正
官
刻
本
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
本
来
三
十
巻
本
と
し
て
、

両
江
總
督
か
ら
上
ら
れ
た
も
の
を
、
四
庫
全
書
に
編
入
す
る
時
点
で
、
劉
因
の
作
品

集
で
は
な
い
「
附
録
」
二
巻
を
削
っ
て
二
十
八
巻
と
し
、
提
要
で
そ
の
辻
棲
を
合
わ

せ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
Ａ
群
の
版
本
に
つ
い
て
、
序
、
祓
等
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
、
内
容

を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
三
十
巻
本
系
統
の
も
の
を
総
合
し
て
、
整
理
し
て

ゑ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

仙
劉
因
文
集
の
元
本
は
、
門
人
の
安
熈
が
校
定
し
た
も
の
。
た
だ
、
こ
の
元
本
が

何
巻
で
、
ど
の
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
た
か
は
一
切
不
詳
で
あ
麺
。

②
元
の
至
正
九
年
（
一
一
一
一
四
九
年
）
、
そ
れ
ま
で
ま
と
ま
り
を
欠
い
て
い
た
劉
因

文
集
を
三
十
巻
に
ま
と
め
て
、
各
路
の
儒
学
に
命
じ
て
翻
刻
さ
せ
た
こ
と
。
（
こ

れ
を
至
正
官
刻
本
と
す
る
）

③
明
・
永
楽
二
十
一
年
（
’
四
二
一
一
一
年
）
至
正
官
刻
本
に
擦
っ
て
、
重
修
本
が
刊

行
さ
れ
た
こ
と
。
（
こ
れ
を
永
楽
癸
卯
本
と
す
る
）

㈹
明
・
成
化
己
亥
二
四
七
九
年
）
憲
宗
の
御
製
の
序
を
つ
け
た
も
の
が
刊
行
さ

れ
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
そ
の
体
裁
を
編
成
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
。
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（
こ
れ
を
成
化
己
亥
本
と
す
る
）

⑤
、
明
・
弘
治
乙
丑
二
五
○
五
年
）
慈
鶏
知
県
崔
簡
に
よ
っ
て
、
重
刊
さ
れ
た
こ

と
。
こ
れ
は
、
成
化
己
亥
本
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
体
裁
を
作
品
集

別
に
配
列
し
た
本
来
の
も
の
に
再
編
成
し
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
（
こ
れ

を
弘
治
乙
丑
本
と
す
る
）

⑥
．
明
・
嘉
靖
十
六
年
（
’
五
三
七
年
）
保
定
知
府
汪
堅
が
、
崔
擶
が
刊
行
し
た
弘

治
乙
丑
本
を
重
修
刊
行
し
た
こ
と
。
（
こ
れ
を
嘉
靖
丁
酉
本
と
す
る
）

つ
ま
り
、
Ａ
群
の
版
木
の
系
統
は
、
そ
れ
ま
で
の
劉
因
の
詩
文
集
を
集
め
て
合
刻
し
、

三
十
巻
本
と
し
て
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
至
正
官
刻
本
が
、
そ
の
大
元
に
な
っ
て
お

り
、
明
代
の
種
々
の
版
本
や
四
庫
全
書
本
も
、
こ
の
至
正
官
刻
本
を
原
則
と
し
て
踏

⑮
襲
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
Ｂ
群
〕

⑦
『
静
修
先
生
文
集
』
二
十
二
巻
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

こ
の
版
本
は
、
巻
之
一
の
末
葉
に
「
至
順
庚
午
孟
秋
宗
文
堂
刊
」
の
印
記
が
あ
り
、

元
の
文
宗
至
順
元
年
（
一
三
一
一
一
○
年
）
に
、
福
建
は
建
寧
路
建
安
県
に
あ
っ
た
書
建

宗
文
堂
が
刊
行
し
た
私
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
麺
。
そ
し
て
こ
の
文
集
の
序
は
、

東
平
府
学
教
授
李
謙
が
書
い
て
い
る
。
李
謙
と
い
う
人
物
は
、
東
平
路
東
阿
県
の
出

身
で
、
東
平
府
教
授
か
ら
中
央
に
召
さ
れ
て
應
奉
翰
林
文
字
（
従
五
品
）
に
抜
躍
さ

れ
、
至
元
十
八
年
（
一
一
一
八
一
年
）
に
は
、
翰
林
院
直
学
士
（
従
一
一
一
品
）
と
な
り
、

同
時
に
太
子
左
諭
徳
を
授
か
り
、
皇
太
子
裕
宗
（
真
金
）
の
東
宮
付
き
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
時
、
李
謙
は
五
十
一
才
で
あ
っ
た
。
以
後
、
裕
宗
が
亡
く
な
っ
た
後
も
世

⑰
組
の
命
令
で
、
テ
ム
ル
・
鉄
木
耳
（
後
の
成
宗
）
に
も
教
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
劉
因
の
数
少
な
い
出
仕
で
、
し
か
も
そ
の
始
め
て
の
時
が
、
至
元
十

九
年
（
’
一
一
八
二
年
）
一
一
一
十
四
才
の
こ
と
で
、
こ
の
時
、
劉
因
は
不
忽
木
の
推
薦
に

よ
っ
て
承
徳
郎
・
右
賛
善
大
夫
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
丁
度
こ
の
こ
ろ
、
裕
宗
が
東

宮
に
学
校
を
建
て
、
そ
の
側
近
の
子
弟
に
学
問
を
講
じ
さ
せ
て
い
た
が
、
劉
因
に
も

そ
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
劉
因
は
、
ほ
ど
な
く
母
の
病
を
理
由
に
官
を
辞

し
て
お
り
、
出
仕
の
期
間
は
一
年
に
も
満
た
な
い
が
、
こ
の
時
、
李
謙
と
交
友
を
結

ん
だ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
李
謙
は
序
の
中
で
、
「
僕
與
君
同
侍
春

坊
、
相
従
非
一
日
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
劉
因
の
母
親
は
、
彼
が
官

を
辞
し
て
帰
っ
た
翌
年
、
即
ち
至
元
二
十
年
（
一
二
八
一
一
一
年
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る

が
、
李
謙
は
こ
の
時
保
定
に
立
ち
寄
り
、
服
喪
中
の
劉
因
を
尋
ね
て
い
る
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
令
が
十
八
才
と
離
れ
て
い
る
に
し
か
か
わ

く
補
注
〉

ら
ず
、
二
人
の
交
友
の
厚
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
序
の
中
で
劉
因
文
集
の
刊
行
に
関
わ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

る
。

門
生
哀
集
詩
文
、
得
数
百
篇
、
右
轄
張
公
子
、
有
篤
故
奮
之
義
、
且
哀
其
無
後
、

将
鐙
木
傅
、
需
僕
爲
序
、

つ
ま
り
、
劉
因
死
後
、
門
下
生
達
が
、
師
で
あ
る
劉
因
の
書
き
残
し
た
詩
文
を
集

め
た
と
こ
ろ
数
百
篇
を
集
め
得
た
。
そ
れ
ら
を
右
轄
張
公
子
な
る
人
物
が
出
版
刊
行

せ
ん
と
し
て
、
李
謙
に
序
を
書
く
よ
う
求
め
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
序
に
は
、
書
か

れ
た
年
次
の
記
載
が
な
い
の
で
、
そ
れ
を
特
定
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
李
謙
の
卒

年
は
至
大
三
年
（
一
一
一
一
一
○
年
）
で
あ
り
、
劉
因
の
死
が
至
元
三
十
年
（
一
二
九
一
一
一

年
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
書
か
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
序
の
記
述
か
ら
間
違
い
の

な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
劉
因
の
弟
子
に
杜
驚
な
る
人
物
が
い
る
”
、
彼
に
つ
い
て
は
、
蘇
天

爵
の
「
杜
提
學
護
像
賛
」
（
『
滋
溪
文
稿
』
巻
一
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

保
定
杜
君
、
諒
爾
、
字
彦
表
、
…
…
嘗
受
學
於
容
城
劉
文
靖
公
、
文
靖
弟
子
値

、
可
、
、

以
百
数
、
雅
愛
異
君
及
遼
東
烏
沖
、
内
邨
林
起
宗
一
一
一
人
、
文
靖
残
、
君
輯
其
遺

も
、
、

文
傳
焉
、
其
他
論
著
藏
之
、
不
軽
示
人
也
、
…
…

と
あ
っ
て
、
劉
因
か
ら
非
常
に
可
愛
い
が
ら
れ
た
弟
子
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
わも、

か
る
・
更
に
「
君
輯
其
遺
文
傳
焉
」
と
あ
る
》
」
と
か
ら
、
李
謙
の
序
に
言
う
「
門
生
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哀
集
詩
文
、
得
數
百
篇
」
の
門
生
に
、
当
然
杜
爾
も
含
ま
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
彼
が
、
大
徳
五
年
（
一
三
○
一
年
）
に
「
静
脩
先
生
擴
諏
」
を
書
い

て
い
る
。
こ
の
「
鱗
記
」
の
中
で
彼
は
、
「
有
文
集
一
一
十
一
一
巻
、
行
於
世
」
（
劉
因
先

生
の
「
文
集
」
二
十
二
巻
が
刊
行
さ
れ
て
世
に
流
布
さ
れ
て
い
る
。
）
と
は
っ
き
り

述
べ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
大
徳
五
年
（
一
三
○
一
年
）
に
は
、
既
に
「
劉
因
文

集
」
一
一
十
二
巻
本
が
出
版
刊
行
さ
れ
て
い
た
事
実
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
先
述
の
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
杜
爾
は
こ
の
「
劉
因
文
集
」
一
一
十

二
巻
本
の
編
纂
に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
李
謙

の
序
は
、
大
徳
五
年
（
一
三
○
｜
年
）
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
、

劉
因
の
死
後
、
詩
文
の
収
集
・
編
纂
に
数
年
は
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
お
よ
そ

一
二
九
五
年
頃
か
ら
一
三
○
○
年
頃
に
書
か
れ
た
と
ふ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
う

な
る
と
、
一
一
十
二
巻
本
の
刊
行
も
こ
の
頃
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
も
し
こ
の

こ
と
が
事
実
だ
と
す
る
と
、
こ
の
項
の
初
め
に
述
べ
た
、
至
順
元
年
（
’
三
一
一
一
○
年
）

宗
文
堂
刊
と
い
う
当
該
版
木
の
刊
行
年
次
と
の
齪
鰭
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
一
一
一
一
口
え
ば
、
当
該
版
本
は
、
二
十
二
巻
本
の
初
刻
本
で
は
無

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
杜
爾
の
「
駿
記
」
に
指
摘
す
る
二
十
二
巻
本
が
、

李
謙
の
序
を
附
し
た
「
劉
因
文
集
」
二
十
二
巻
本
の
初
刻
本
で
あ
り
、
そ
れ
を
重
刊

し
た
も
の
が
、
こ
の
項
で
取
り
上
げ
た
、
福
建
省
の
書
庫
宗
文
堂
が
刊
行
し
た
私
刻

本
『
静
修
先
生
文
集
』
一
一
十
一
一
巻
な
の
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
二
十
二
巻
本
の

初
刻
本
が
伝
わ
ら
な
い
現
在
、
こ
の
版
本
は
、
元
刊
本
と
し
て
、
唯
一
現
存
す
る
貴

重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

⑧
『
静
修
先
生
文
集
』
二
十
一
一
巻
（
「
四
部
叢
刊
」
所
収
）

こ
の
版
本
は
、
前
項
⑦
の
至
順
元
年
（
一
三
一
一
一
○
年
）
宗
文
堂
刊
の
元
刊
本
を
影

印
し
た
も
の
で
、
体
裁
・
内
容
と
も
全
く
変
わ
り
が
な
い
。
た
だ
、
巻
首
に
載
せ
る

李
謙
の
序
は
、
⑦
の
尊
経
閣
文
庫
本
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
文
そ
の
も
の
は
同
じ
で

あ
る
が
、
字
体
が
全
く
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
欄
外
右
側
に
「
据
抱
經
櫻
蓄
蔵
元

至
順
本
補
」
と
い
う
注
が
あ
っ
て
、
抱
經
模
蓄
蔵
の
元
刊
本
を
利
用
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
い
ま
、
『
抱
經
模
蔵
書
志
』
（
漬
・
沈
徳
壽
撰
）
巻
五
十
八
、
集
部
、
別
集
類

八
の
項
を
み
る
と
「
『
静
修
先
生
文
集
』
二
十
二
巻
、
元
刊
本
、
元
・
劉
因
撰
」
と

あ
り
、
そ
の
後
に
李
謙
の
序
を
載
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
案
巻
一
後
注
云
、

元
刻
有
『
至
順
庚
午
孟
秋
宗
文
堂
刊
』
十
字
、
毎
葉
二
十
六
行
、
行
一
一
十
一
字
、
版

心
大
黒
ロ
』
と
あ
る
。
⑦
の
尊
經
閣
文
庫
本
は
「
毎
葉
十
三
行
、
行
二
十
一
字
」
で

あ
り
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
一
葉
の
行
数
が
一
一
倍
に
な
っ
て
い
麺
。

⑨
『
静
修
先
生
文
集
』
（
抄
本
）
一
一
十
四
巻
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

こ
の
抄
本
は
、
表
Ｉ
②
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
静
修
先
生
文
集
』
一
一
十
二
巻

の
後
に
、
『
静
修
先
生
文
集
補
遺
』
上
・
下
巻
の
二
巻
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻

首
に
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
年
）
六
月
の
日
付
を
附
し
た
宋
賓
王
の
駁
を
載
せ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

此
影
紗
元
版
、
多
關
文
亦
微
有
調
字
、
共
一
一
十
一
一
巻
二
百
十
四
頁
、
又
有
前
明

永
樂
間
、
所
刻
詩
文
遺
集
附
録
文
州
巻
者
、
資
二
十
五
巻
、
校
之
此
本
、
詩
文

則
關
無
多
、
謂
字
脱
字
（
落
）
則
倍
之
、
第
多
附
録
一
巻
耳
、
紗
較
之
下
黙
識

其
謂
字
、
増
補
其
脱
落
、
以
便
後
之
翻
刻
劉
先
生
集
、

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
抄
本
の
う
ち
、
『
静
修
先
生
文
集
』
二
十
二
巻
は
、
元

刊
本
に
よ
っ
て
抄
写
し
た
も
の
で
、
事
実
、
巻
数
、
頁
数
、
そ
れ
に
体
裁
。
内
容
、

及
び
敏
の
す
ぐ
後
に
あ
る
李
謙
の
序
の
字
体
ま
で
も
、
⑦
の
尊
經
閣
文
庫
蔵
元
刊
本

と
同
じ
で
論
、
更
に
、
巻
一
の
後
注
に
「
元
刻
有
至
順
庚
午
孟
秋
宗
文
堂
刊
未
字
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
残
り
の
『
静
修
先
生
文
集
補
遺
』
（
上

・
下
）
二
巻
は
、
上
記
の
駁
に
「
増
補
其
脱
落
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宋
賓
王
自
身

が
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
に
依
擦
し

た
も
の
で
あ
る
か
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
宋
賓
王
の
手
抄
本
に
つ
い
て
は
、
情
・
張
金
吾
の
『
愛
日
精
願
蔵
書

志
』
（
巻
三
十
一
一
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
『
静
修
集
二
十
二
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巻
』
宋
氏
賢
王
手
抄
本
・
元
劉
因
撰
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
解
説
が
附
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
で
「
後
附
補
遺
二
巻
、
宋
賓
主
従
容
城
雨
賢
集
抄
入
者
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
補
遺
』
（
上
・
下
）
一
一
巻
は
、
宋
賓
王
が
『
雨
賢
集
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
劉
因
文
集
」
に
依
擦
し
て
、
書
き
足
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

話
は
や
や
本
題
か
ら
ず
れ
る
が
、
宋
賓
王
が
賊
の
中
で
「
又
有
前
明
永
樂
間
所
刻

詩
文
遺
集
附
録
文
附
巻
者
、
資
一
一
十
五
巻
…
」
と
い
っ
て
い
る
永
楽
本
は
、
前
述
し

た
永
樂
癸
卯
本
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
実
際

は
二
十
五
巻
本
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
張
金
吾
が
次
の
よ
う
な
指
摘

を
し
て
い
る
。

宋
賓
王
云
、
三
十
巻
、
蜜
二
十
五
巻
、
蓋
偶
見
畝
五
巻
者
率

つ
ま
り
、
た
ま
た
ま
、
宋
賓
王
は
一
一
一
十
巻
本
の
完
本
で
は
な
く
、
五
巻
分
が
欠
落

し
た
テ
キ
ス
ト
を
見
て
、
そ
う
誤
解
し
た
の
だ
と
一
蹴
し
て
い
る
。

⑩
『
容
城
文
靖
劉
先
生
文
集
』
四
巻
（
「
三
賢
集
」
所
収
）

こ
の
版
本
の
収
め
ら
れ
て
い
る
「
三
賢
集
」
と
は
元
の
劉
因
、
明
の
楊
継
盛
、
清

の
孫
鍾
元
と
い
う
容
城
出
身
の
三
賢
人
の
文
集
を
合
刻
し
た
も
の
で
、
本
来
は
、
明

の
萬
暦
年
間
に
、
蒋
如
革
が
劉
因
と
楊
継
盛
の
一
一
人
の
文
集
を
合
刻
し
、
「
容
城
雨

賢
集
」
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
に
、
清
の
康
熈
中
、
孫
鍾
元
の
文
集
を
加
え
て
「
三

賢
集
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
版
木
に
は
、
三
人
の
序
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
崔
鏥
の
「
静
修
文
集
序
」

に
は
、
版
本
の
沿
革
や
、
出
版
事
情
に
関
す
る
記
載
が
殆
ど
な
い
の
で
省
略
し
、

部
鋤
の
序
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
序
の
タ
イ
ト
ル
は
「
重
刊
静
修
先
生

文
集
序
。
無
錫
那
賓
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
字
國
賢
・
證
文
荘
」
と
い
う
割
注
が

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
版
本
の
出
版
の
事
情
を
説
明
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

静
修
先
生
容
城
劉
公
文
集
若
干
巻
、
川
漸
奮
有
刻
、
歳
久
鮮
傳
、
有
志
論
調
者
、

蓋
深
病
之
、
戸
部
主
事
李
君
時
雍
、
公
邑
人
也
、
近
得
善
本
於
九
江
、
損
俸
重

刊
、
歸
公
書
院
、
以
恵
學
者
、
比
會
賓
於
穂
溪
新
祠
、
具
語
其
故
、
且
属
爲
序
、

劉
因
の
文
集
は
、
四
川
や
断
江
に
旧
刻
本
が
あ
っ
た
が
、
年
月
を
経
る
う
ち
、
あ

ま
り
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
ご
ろ
劉
因
と
同
郷
で
あ
る
戸

部
主
事
の
李
時
雍
が
、
九
江
で
そ
の
善
本
を
手
に
入
れ
童
刊
す
る
こ
と
に
な
り
、
私

に
序
を
頼
ん
で
き
た
、
と
。
こ
こ
で
い
う
「
九
江
で
み
つ
け
た
善
本
」
が
、
い
か
な

る
版
木
を
指
す
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
方
義
壯
の
序
で
あ
る
が
、
こ
の
序
が
書
か
れ
た
の
は
、
萬
暦
十
六
年
二

五
八
八
年
）
戊
子
冬
十
二
月
既
望
で
あ
る
。
彼
は
、
前
年
萬
暦
十
五
年
丁
亥
に
容
城

知
県
と
な
り
、
劉
因
の
足
跡
を
調
査
し
て
そ
の
あ
ま
り
の
滴
落
ぶ
り
を
嘆
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
版
本
刊
行
の
い
き
さ
つ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

越
數
月
、
於
府
城
、
購
得
先
生
丁
亥
集
、
井
遺
文
數
巻
、
然
字
句
訓
舛
、
至
不

可
讃
、
於
是
爲
請
於
郡
伯
昆
陵
顧
公
許
重
梓
焉
、
無
何
、
顧
公
奉
命
治
兵
三
閥
、

而
太
原
李
公
至
郡
、
予
復
請
如
初
、
遂
命
諸
生
孫
重
捷
・
王
桁
詐
・
侯
進
之
、

分
訂
類
校
、
共
得
詩
文
凡
若
干
巻
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
府
城
（
保
定
府
）
で
購
な
っ
た
丁
亥
集
及
び
遺
文
数
巻
は
、
字

句
の
誤
り
が
多
く
、
と
て
も
判
読
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
諸
生
等
に
命
じ
て
分
類
校

定
さ
せ
た
結
果
、
詩
文
集
若
干
巻
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
即
ち

こ
れ
が
、
四
巻
本
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
版
木
に
収
め
ら
れ
て
い
る
序
を
書
い
た
三
人
に
つ
い
て
染
て
み

る
と
、
部
寳
は
成
化
二
十
年
（
一
四
八
四
年
）
の
進
士
で
卒
年
は
嘉
靖
六
年
二
五

一
一
七
年
）
で
あ
り
、
崔
銑
は
弘
治
十
八
年
二
五
○
五
年
）
の
進
士
で
、
卒
年
は
嘉

靖
二
十
一
年
（
一
五
四
一
一
年
）
で
あ
る
。
方
義
壯
の
生
卒
は
今
未
詳
で
あ
る
が
、
前

述
の
如
く
「
劉
因
文
集
」
四
巻
本
を
刊
行
し
た
の
が
萬
暦
十
六
年
二
五
八
八
年
）

で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
人
と
も
永
楽
癸
卯
本
や
成
化
己
亥
本
、
或
い

は
弘
治
乙
丑
本
な
ど
の
三
十
巻
本
系
統
の
版
本
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
時
代
に
生
き

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
三
人
が
一
一
一
人
と
も
一
一
一
十
巻
本
系
統
の
版
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本
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
元
刊
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
間
の

事
情
に
つ
い
て
は
、
方
義
壯
の
序
に
「
先
生
の
丁
亥
集
・
弁
び
に
遺
文
数
巻
を
購
い

得
た
」
と
あ
る
だ
け
で
、
詳
し
い
こ
と
は
知
る
由
も
な
い
が
、
こ
の
版
本
に
収
録
さ

れ
て
い
る
作
品
を
三
十
巻
本
系
統
の
版
木
と
比
較
し
て
み
る
と
、
作
品
収
録
数
に
若

干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
「
丁
亥
集
」
・
「
遺
詩
」
・
「
遺
文
」
・
「
拾
遺
」
・
「
続

集
」
い
ず
れ
の
作
品
集
と
も
共
通
し
た
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら

く
は
、
「
丁
亥
集
」
か
ら
「
続
集
」
ま
で
の
破
本
を
手
に
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
次
章
参
照
）

⑪
『
静
修
先
生
文
集
』
十
二
巻
（
「
畿
輔
叢
書
」
所
収
）

こ
の
版
本
に
は
、
巻
首
に
部
賓
の
序
や
至
正
九
年
の
牒
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
巻
末
に
こ
の
版
本

を
刊
行
し
た
王
瀕
の
政
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
の
光
緒
十
一
年
二
八
八
五
年
）
乙

酉
六
月
十
七
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
、

元
史
稽
先
生
自
選
詩
五
巻
、
號
丁
亥
集
、
文
集
十
餘
巻
、
門
人
故
友
所
録
、
明

萬
暦
中
、
容
城
知
県
方
義
壯
、
得
丁
亥
井
遺
文
數
巻
刊
之
、
爲
文
二
巻
詩
七
巻
、

即
今
三
賢
集
所
博
之
本
也
、

と
述
べ
「
三
賢
集
」
所
伝
の
「
劉
因
文
集
」
は
、
明
・
萬
暦
年
間
、
容
城
知
県
の
方

義
壯
が
、
丁
亥
集
、
遺
文
数
巻
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
文
一
一
巻
、
詩
七
巻
と
し
て
刊

行
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
。
そ
し
て
、
「
四
庫
全
書
提
要
」
を
利
用
し
、
更
に
次

の
よ
う
に
言
う
。

四
庫
所
擦
者
、
初
刻
之
全
本
、
方
義
壯
僅
得
文
數
巻
刻
之
、
不
但
不
足
三
十
巻

之
數
、
即
元
史
所
穐
之
十
餘
巻
、
亦
未
必
無
遺
也
、
四
庫
秘
本
不
可
得
見
、
方

刊
本
、
三
賢
集
本
、
魚
魯
亥
家
、
不
可
卒
調
、
謹
正
其
調
謬
、
籏
爲
十
一
一
巻
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
王
顛
は
、
「
提
要
」
に
よ
っ
て
三
十
巻
本
の
存
在
を
知
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
、
四
庫
全
書
本
は
、

「
初
刻
の
全
本
」
に
依
っ
た
善
本
で
あ
り
、
是
非
見
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ

れ
も
か
な
わ
ず
、
結
局
は
「
三
賢
集
」
本
に
依
っ
て
、
そ
の
誤
り
を
校
定
し
、
十
二

巻
本
と
し
て
ま
と
め
て
刊
行
し
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
、
〔
Ｂ
群
〕
の
版
本
に
つ
い
て
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
て

み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅲ
こ
の
章
の
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
⑦
～
⑪
ま
で
の
版
本
を
そ
の
構
成
上
、
便

宜
的
に
〔
Ｂ
群
〕
と
し
て
、
大
枠
で
く
く
っ
た
が
、
版
木
の
系
統
か
ら
み
る
と
、

更
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
。

②
一
つ
は
、
⑦
の
至
順
庚
午
（
一
一
一
一
三
○
年
）
刊
行
の
元
刊
本
（
至
順
庚
午
本
）

で
、
③
は
、
そ
の
影
印
本
（
元
刊
影
印
本
）
、
⑨
は
そ
の
手
抄
本
（
元
刊
手
抄
本
）

と
い
う
こ
と
で
、
元
刊
一
一
十
二
巻
本
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
但
だ
、
⑦
は
元
刊

二
十
一
一
巻
本
の
初
刻
本
で
は
な
く
、
こ
れ
以
前
に
二
十
二
巻
本
の
刊
行
が
あ
っ
た

こ
と
。

③
二
つ
は
、
明
・
方
義
壯
の
編
集
出
版
に
係
わ
る
「
三
賢
集
」
所
収
の
四
巻
本
で

あ
り
（
こ
れ
を
「
三
賢
集
」
本
と
す
る
）
、
こ
の
「
三
賢
集
」
本
を
校
定
分
類
し

た
情
・
王
願
の
十
一
一
巻
本
（
こ
れ
を
「
畿
輔
叢
書
」
本
と
す
る
）
の
系
統
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
Ａ
・
Ｂ
両
群
の
版
本
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
、
現

存
し
て
い
る
「
劉
因
文
集
」
は
、
や
は
り
、
三
系
統
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と

思
う
。と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
一
一
一
系
統
の
違
い
を
よ
り
一
層
閲
明
す
る
た
め
に
は
、
三
系
統

の
諸
版
本
の
作
品
収
録
数
や
収
録
作
品
の
異
同
、
及
び
文
字
の
異
同
な
ど
を
含
む
校

勘
が
是
非
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
の
準
備
が
十
分
に
は
整
っ
て
い
な

い
の
で
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
諸
版
本
の
作
品
収
録
数
を

表
示
し
て
、
そ
の
数
量
的
比
較
か
ら
も
三
系
統
と
み
る
の
が
妥
当
な
こ
と
を
示
し
て

お
く
。
（
但
し
、
散
文
に
つ
い
て
は
繁
雑
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
省
い
た
）
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前
章
で
は
、
筆
者
が
入
手
し
得
た
限
り
で
の
現
存
版
「
劉
因
文
集
」
の
性
格
や
内

容
等
を
検
討
し
、
そ
の
系
統
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
「
劉
因
文
集
」
成
立
の
周
辺

と
そ
の
来
歴
を
さ
ぐ
り
、
前
述
し
た
三
系
統
の
版
本
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

ま
ず
始
め
に
、
蘇
天
爵
の
「
静
修
先
生
墓
表
」
に
よ
る
と
、

有
詩
五
巻
、
號
丁
亥
集
、
先
生
所
選
、
常
自
調
詠
、
復
取
他
文
焚
之
、
今
所
傅

文
集
十
餘
巻
、
得
於
門
生
故
錘
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
詩
集
五
巻
が
あ
っ
て
、
「
丁
亥
集
」
と
言
い
、
劉
因

の
自
選
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
、
焼
い
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
今
に
伝

わ
る
文
集
十
餘
巻
は
、
門
人
、
故
友
の
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
蘇
天
爵
の
こ
の
「
墓
表
」
は
、
至
正
戊
子
春
之
月
、
つ
ま
り
至
正
八

年
（
一
三
四
八
年
）
に
容
城
知
県
費
蕊
の
依
頼
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
劉
因

没
後
五
十
六
年
目
に
あ
た
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
言
う
「
丁
亥
集
」
五
巻
と
、
門
人

故
友
の
編
纂
し
た
文
集
十
余
巻
は
、
こ
の
「
墓
表
」
が
書
か
れ
た
至
正
八
年
（
一
三

四
八
年
）
に
は
、
確
実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
「
丁
亥
集
」
に
つ

い
て
は
、
黄
滑
の
「
政
静
修
先
生
遺
墨
」
（
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
巻
二
十
一
所
収
）

に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

瀞
弱
冠
時
、
手
抄
静
修
丁
亥
集
、
悉
能
成
諦
、
後
五
十
餘
年
、
始
従
汝
南
張
君

獲
親
先
生
遺
墨
、
蓋
君
之
先
大
夫
、
受
業
先
生
之
門
、
故
先
生
生
書
此
以
授

之
、
…

黄
瀞
は
、
婆
州
、
義
烏
県
（
漸
江
省
・
金
華
）
の
人
で
、
至
元
十
四
年
（
’
二
七

七
年
）
に
生
ま
れ
、
至
正
十
七
年
（
’
三
五
七
年
）
八
十
一
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る

⑳

が
、
こ
の
記
事
に
み
え
る
「
黄
漏
弱
冠
の
時
」
と
は
、
彼
が
二
十
才
の
時
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
、
成
宗
、
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
年
）
に
当
た
る
。
こ
の
年
は
、
劉
因

ロ
、
「
劉
因
文
集
」
成
立
の
周
辺
と
そ
の
来
歴

の
没
後
四
年
目
に
な
る
〔
劉
因
の
没
年
は
、
至
元
三
十
年
（
一
二
九
一
一
一
年
）
で
あ
る
〕
。

こ
の
頃
、
黄
旙
は
、
劉
因
の
詩
集
「
丁
亥
集
」
を
手
抄
し
て
、
よ
く
そ
ら
ん
じ
て
朗

論
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
劉
因
の
死
後
、
あ
ま
り
年
月
を
経
て
な
い
時

期
に
、
既
に
江
南
地
方
で
も
「
丁
亥
集
」
が
、
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
と
ぶ
る
こ

と
が
で
き
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
丁
亥
集
」
だ
け
は
、
作
品
集
と
し

て
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
蘇
天
爵
の
言
う
い
わ
ゆ
る
「
文
集
十
余
巻
」

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な

い
。さ
て
、
元
刊
二
十
二
巻
本
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
か
な
り
詳
し
く
論
述
し

た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
要
点
だ
け
を
整
理
し
て
お
く
。
杜
爾
の
「
静
脩
先
生
擴
記
」

に
糸
え
る
二
十
一
一
巻
本
は
、
恐
ら
く
一
一
一
九
五
年
頃
か
ら
一
三
○
○
年
頃
に
か
け
て

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
。
至
順
庚
午
（
一
一
一
一
三
○
年
）
本
は
、
そ
の
重
刊

本
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
存
版
の
元
刊
本
は
、
至
順
庚
午
本
し

か
存
在
し
な
い
が
、
こ
の
元
刊
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
を
、
三
十
巻
本
系
統
の

版
木
の
収
録
作
品
と
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
い
さ
さ
か
興
味
あ
る
事
実
が
で
て
く

る
。
そ
れ
は
、
三
十
巻
本
系
統
の
版
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
丁
亥
集
」
「
遺
文
」
「
遺

詩
」
「
詩
文
拾
遺
」
「
績
集
」
の
う
ち
、
元
刊
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
と
重
な
る

の
は
、
「
詩
文
拾
遺
」
ま
で
で
あ
っ
て
「
績
集
」
収
録
の
作
品
は
、
元
刊
本
に
一
つ

も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
一
つ
に
は
、
「
丁
亥
集
」
の
存
在
は
、
前
述
の
如
く
早

く
か
ら
確
認
で
き
、
元
刊
本
の
刊
行
以
前
に
流
布
し
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
と
し
て
、

「
遺
文
」
「
遺
詩
」
「
詩
文
拾
遺
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
作
品
が
元
刊
本
に
収
録
さ
れ

て
い
る
事
実
か
ら
、
劉
因
死
後
か
な
り
早
い
時
期
の
成
立
と
象
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
李
謙
の
序
に
ゑ
え
る
「
門

生
裏
集
詩
文
、
得
数
百
篇
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
述
の
蘇
天
爵
の
「
今
所
傳
文

集
十
餘
巻
、
得
於
門
生
故
友
」
と
い
う
こ
と
で
、
「
詩
文
数
百
篇
」
と
言
い
、
「
文
集

3９
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十
餘
巻
」
と
言
う
の
は
、
「
遺
文
」
「
遺
詩
」
「
詩
文
拾
遺
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
門
生
・
故
友
が
誰
で
あ
る
か
は
、
杜
爾
を
除
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ

ろ
特
定
で
き
な
い
が
、
「
挽
埜
吉
詩
」
を
書
い
た
劉
因
の
講
友
滕
安
上
、
「
祭
劉
先
生

文
」
を
書
い
た
私
淑
の
弟
子
安
煕
、
そ
の
他
烏
沖
や
林
起
宗
な
ど
の
門
生
達
が
想
像

さ
れ
る
。
二
つ
に
は
、
「
績
集
」
の
成
立
が
何
時
頃
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
績

集
」
三
巻
は
、
楊
俊
民
の
編
纂
に
な
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
を
考
え
る
上

で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
蘇
天
爵
に
「
墓
表
」
を
依
頼
し
て
き
た
容
城

知
県
の
賢
葬
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

賓
葬
は
、
『
容
城
県
志
』
に
二
男
山
人
、
失
傅
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
出
身
地

が
大
都
路
琢
州
一
房
山
県
（
河
北
省
一
男
山
県
）
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、

あ
と
は
伝
を
失
っ
て
い
て
、
詳
し
い
伝
記
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
い
く
つ
か
の
史
料

か
ら
断
片
的
に
そ
の
消
息
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
費
葬
が
、
容
城
知
県
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
蘇
天
爵
の
「
墓
表
」
に
「
至
正
戊
子
、
縣
尹
賢
侯
始
情
俸
買
石
表
諸
墓
書

來
請
…
」
と
あ
り
、
歸
暘
の
「
書
静
脩
先
生
碑
陰
」
に
「
｜
男
山
賢
君
来
爲
其
縣
之
大

夫
…
」
と
あ
り
、
楊
俊
民
の
「
静
修
先
生
祠
堂
記
」
に
「
墓
在
容
城
溝
市
里
、
縣
大

夫
質
侯
鍵
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
麺
。
そ
し
て
、
彼
が
容
城
知

県
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
至
正
戊
子
、
即
ち
至
正
八
年
（
一
一
一
一
四
八
年
）
の
こ
と

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
は
、
至
順
元
年
（
一
三
一
一
一
○
年
）
進
士

に
登
第
し
て
い
る
が
、
楊
俊
民
も
錦
暘
も
同
じ
至
順
元
年
の
進
士
合
格
者
で
、
三
人

は
、
い
わ
ば
科
挙
の
同
期
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歸
暘
の
場
合
、

『
元
史
』
歸
暘
庫
に
「
登
至
順
元
年
進
士
第
」
と
あ
り
、
楊
俊
民
の
場
合
は
、
蘇
天

爵
の
「
楊
氏
東
螢
碑
銘
」
（
『
滋
溪
文
藁
』
巻
十
六
所
収
）
に
「
俊
民
登
至
順
一
兀
年
進

士
第
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
歸
暘
、
楊
俊
民
と
も
に
至
順
元
年
の
進
士
で
あ
る
こ
と

が
判
然
と
し
て
お
り
、
更
に
、
楊
俊
民
の
「
祠
堂
記
」
に
「
…
侯
与
俊
民
間
學
既
出

一
源
、
登
科
又
爲
同
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寶
鍵
の
進
士
合
格
の
年
次
が
、
至
順

元
年
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
容
城
知
県
と
な
っ
た
買
舞
は
、
同
県
の
生
ん
だ
大
儒
者
で
あ
り
、
彼
に
と

っ
て
は
、
亡
父
の
学
問
の
師
で
あ
あ
麺
劉
因
の
墓
所
や
、
祠
堂
の
荒
蕪
し
て
い
る
の

を
嘆
き
、
そ
れ
ら
を
再
興
せ
ん
と
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
銘
記
を
き
ち
ん
と
建
て
、

劉
因
の
業
績
を
顕
彰
し
て
後
世
に
伝
え
ん
こ
と
を
企
図
し
た
の
で
あ
麺
。
そ
こ
で
ま

ず
、
至
正
八
年
（
一
一
一
一
四
八
年
）
春
に
、
蘇
天
爵
に
対
し
て
、
劉
因
の
墓
表
を
書
く

よ
う
依
頼
し
た
。
そ
れ
が
、
前
述
し
た
蘇
天
爵
の
「
墓
表
」
で
、
是
歳
の
春
三
月
に

書
き
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
楊
俊
民
は
「
祠
堂
記
」

の
中
で
「
賢
舞
は
、
容
城
県
溝
市
里
に
あ
る
劉
因
の
墓
所
に
蘇
天
爵
の
書
い
た
墓
表

を
建
て
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
溝
市
里
に
あ
っ
た
劉
因
の
祠
を
再
興
し
よ
う
と
し
て

そ
の
祠
堂
記
を
、
私
に
書
く
よ
う
依
頼
し
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
楊
俊
民
は
、

最
初
、
そ
の
依
頼
を
辞
退
し
た
が
、
結
局
、
「
自
分
の
学
問
の
師
は
安
煕
で
あ
り
、

安
煕
の
そ
れ
は
劉
因
で
あ
る
。
ま
た
費
葬
の
亡
父
も
劉
因
の
学
問
を
習
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
買
鍵
と
自
分
と
は
、
学
問
の
源
を
一
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
加
え
て
、
進

士
の
登
第
が
、
同
じ
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
後
に
は
、
承
諾
し
た
の
だ
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
楊
俊
民
の
「
祠
堂
記
」
が
、
書
か
れ
た
の
は
同
じ
年
（
至
正
八
年
）
の

六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
賢
騨
は
、
歸
暘
に
対
し
て
、
こ
ん
ど
は
、
「
碑
陰
」

を
書
く
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
歸
暘
は
、
費
鍵
が
容
城
知
県
と
な
っ
て
、
蘇
天
爵
や

楊
俊
民
に
頼
ん
で
、
「
墓
表
」
、
「
祠
堂
記
」
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
石
に
刻

ん
で
、
祠
庭
、
墓
道
に
建
て
、
劉
因
を
顕
彰
し
た
こ
と
を
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
自
分
に
も
「
碑
陰
」
を
書
く
よ
う
求
め
て
き
た
が
、
實
弊
と
は
、
古
く
か
ら

の
友
人
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
の
だ
と
も
言
う
。
こ
の
歸
暘
の
「
碑

陰
」
に
は
「
奉
訓
大
夫
参
議
榧
密
院
事
、
後
學
歸
暘
書
」
と
の
み
あ
っ
て
、
こ
の
「
碑

陰
」
を
書
き
記
し
た
年
次
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
書
い
た
時
の
歸
暘
の

官
職
が
参
議
櫃
密
院
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
次
を
確
定
し
得
る
。
と
い
う
の

は、『元史』歸暘麺に、
（
至
正
）
八
年
…
六
月
、
遷
参
議
椹
密
院
事
、
…
遷
御
史
臺
都
事
、
俄
復
参
議
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と
あ
っ
て
、
至
正
八
年
（
一
三
四
八
年
）
六
月
、
参
議
櫃
密
院
事
と
な
り
、
一
時
、

御
史
臺
都
事
に
遷
っ
た
が
、
ま
た
参
議
櫃
密
院
事
に
復
職
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
年
の
十
二
月
に
は
、
梶
密
院
判
官
に
昇
任
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
参
議
榧
密
院
事

の
官
に
あ
っ
た
期
間
は
、
至
正
八
年
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
－
１
碑
陰
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
至
正
八
年
六
月
か
ら
十
一
月

の
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
容
城
知
県
と
な
っ
た
寶
弊
が
劉
因
の
墓
、
祠

の
再
興
や
碑
石
の
建
立
に
努
力
す
る
熱
意
で
あ
り
、
彼
の
懇
請
に
よ
っ
て
蘇
天
爵
の

「
墓
表
」
や
楊
俊
民
の
「
祠
堂
記
」
、
歸
暘
の
「
碑
陰
」
が
書
か
れ
た
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
出
来
事
が
、
至
正
八
年
（
一
三
四
八
年
）
と
い
う
年
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
楊
俊
民
の
「
績
集
」
編
纂
の
時
期
を
考
え
る
上
で
看
過

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
章
で
も
ふ
れ
た
「
至
正
九
年
九
月
十
一

日
牒
」
に
み
え
る
「
今
抄
録
詩
文
附
録
共
三
十
巻
」
の
附
録
と
は
、
買
鍵
の
編
纂
し

た
「
附
録
」
（
上
・
下
）
二
巻
を
指
し
て
お
り
、
「
三
十
巻
」
の
中
に
は
、
「
績
集
」

三
巻
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
編
纂
時
期
は
、
至
正
九
年
九
月
以
前
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
恐
ら
く
は
、
費
葬
の
劉
因
顕
彰
の
努
力
と
熱
意
が
集

中
し
た
至
正
八
年
か
ら
至
正
九
年
の
早
い
時
期
に
か
け
て
、
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る

の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
逆
に
、
こ
の
劉
因
顕
彰
の
気
運
の

一
連
の
在
り
様
が
官
を
動
か
し
、
至
正
九
年
の
牒
の
発
令
と
な
り
、
至
正
官
刻
本
の

刊
行
へ
と
連
動
し
て
い
っ
た
こ
と
が
無
理
な
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う趣。

福
密
院
事
、
十

改
禮
部
尚
書
… 十
二
月
、
陞
櫃
密
院
判
官
、
九
年
正
月
、
韓
河
西
廉
訪
使
、
未
上
、

①
梅
原
郁
・
衣
川
強
編
『
遼
金
元
人
傳
記
索
引
』
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
七
二
年
）

王
徳
毅
・
李
榮
村
・
藩
柏
澄
編
『
元
人
傳
記
資
料
索
引
』
一
～
五
、
（
新
文
豐
出
版
公
司
、
台
湾
、
民

國
六
十
八
年
）

綴
依
果
・
棲
占
梅
共
著
『
元
朝
人
名
録
』
｜
～
三
、
（
南
天
書
局
、
台
湾
、
民
國
七
十
七
年
）

陸
峻
横
縞
『
元
人
文
集
篇
目
分
類
索
引
』
〈
中
華
習
局
、
北
京
、
一
九
七
九
年
）

そ
の
他
、
桃
景
安
編
『
元
史
人
名
索
引
』
〈
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
も
参
考
に
な
る
。

②
福
本
雅
一
氏
の
一
連
の
研
究
と
し
て
「
近
世
文
苑
伝
ｌ
其
－
－
元
四
大
家
」
（
「
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学

研
究
年
報
」
第
二
十
一
号
、
一
九
七
三
年
）
、
「
近
世
文
苑
傅
ｌ
其
二
ｌ
薩
都
刺
・
丁
翻
年
・
楊
維
檀
」

（
同
「
年
報
」
第
二
十
二
号
、
一
九
七
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

③
王
民
信
主
編
『
中
國
歴
代
詩
文
別
集
聯
合
書
目
』
（
國
學
文
献
館
、
台
湾
、
民
國
七
十
二
年
）

④
劉
因
の
伝
記
史
料
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
、
蘇
天
爵
「
静
傭
先
生
墓
表
」
亀
滋
溪
文
稿
』
巻
八
所
収
）

が
あ
る
。
そ
の
他
、
『
元
史
』
巻
一
百
七
十
「
『
新
元
史
』
巻
一
百
七
十
に
伝
が
あ
る
。
年
譜
に
つ
い

て
は
、
前
注
『
聯
合
書
目
』
に
、
衰
國
藩
繍
「
元
名
儒
劉
静
修
行
事
編
年
」
が
見
え
る
が
、
い
ま
の
と

こ
ろ
未
見
。

⑤
筆
者
は
か
つ
て
、
拙
稿
弓
劉
因
作
品
』
年
譜
・
散
文
編
そ
の
Ｈ
」
〈
「
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第

別
集
、
一
九
八
九
年
）
の
中
で
、
「
劉
因
文
集
」
の
版
本
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
、
そ
の
系
統
は
、
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
更
に
詳
細

に
論
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
周
旋
、
字
は
克
敬
、
漸
江
慈
欝
の
人
。
成
化
二
十
三
年
（
一
四
八
七
年
）
の
進
士
。
正
徳
十
四
年
（
一

五
一
九
年
）
七
十
才
で
卒
す
。

彼
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
明
・
張
邦
奇
「
周
公
行
状
」
、
同
「
周
公
墓
誌
銘
」
弓
廓
海
軒
集
』
所
収
）

に
詳
し
い
。

⑦
王
宗
鉢
、
字
は
表
倫
、
号
は
守
拙
、
又
、
留
耕
と
も
号
す
。
初
名
は
倫
、
保
定
束
鹿
の
人
。
成
化
二
年

（
一
四
六
六
年
）
の
進
士
。
正
徳
十
二
年
（
一
五
一
七
年
）
に
卒
す
。
護
は
安
簡
。

注

4１



琉球大学教育学部紀要第38集 Ｉ

⑮ ⑭⑬⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ③

『
明
史
』
巻
一
百
六
十
八
に
伝
あ
り
。

安
熈
は
、
劉
因
の
私
淑
の
弟
子
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
『
元
史
』
巻
一
百
八
十
九
、
安

熈
伝
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

安
熈
字
敬
仲
、
眞
定
藁
城
人
、
…
…
熈
既
承
其
家
學
、
及
聞
保
定
瓢
因
之
學
、
心
向
慕
焉
、
熈
家
與

因
所
居
相
去
数
百
里
、
因
亦
聞
熈
力
於
爲
己
之
學
、
深
許
與
之
、
熈
方
將
造
其
門
、
而
因
己
残
、
乃

從
因
門
人
烏
叔
備
間
其
緒
説
、

尚
、
安
熈
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
『
元
史
』
以
外
に
、
蘇
天
爵
「
黙
巷
先
生
安
君
行
状
」
（
『
滋
溪
文
藁
』

巻
二
十
二
所
収
）
、
衰
桷
「
真
定
安
敬
仲
墓
表
」
（
『
滑
容
居
士
集
』
巻
三
十
所
収
）
が
あ
る
。

こ
の
牒
は
、
表
Ｉ
Ⅲ
．
②
の
②
．
③
。
⑪
に
掲
賊
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
他
の
史
料
で

は
未
見
。

嘉
禾
郡
に
つ
い
て
は
、
『
元
史
』
巻
六
十
二
、
地
理
志
に

●
●
●
●
●

嘉
興
路
上
、
唐
爲
嘉
興
縣
、
石
膏
歴
秀
州
、
宋
爲
嘉
禾
郡
、
又
升
嘉
興
府
、

と
あ
る
。

郡
学
に
つ
い
て
は
、
『
至
元
嘉
禾
志
』
（
「
宋
元
地
方
志
三
十
七
種
」
所
収
）
巻
七
、
學
校
の
項
に
「
嘉

興
路
、
路
學
、
薗
在
望
雲
門
内
之
西
偏
、
…
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
沿
革
を
述
べ
て
い
る
。

至
正
官
刻
本
の
刊
行
年
次
に
つ
い
て
は
、
公
文
宙
で
あ
る
至
正
九
年
燦
の
年
次
の
記
較
に
間
違
い
が
あ

る
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
恐
ら
く
は
、
陳
立
の
勘
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
注
⑨

で
指
摘
し
た
よ
う
怪
、
こ
の
牒
の
史
料
的
裏
付
が
い
ま
の
と
こ
ろ
無
い
の
で
、
若
干
の
不
安
は
残
る
。

「
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
酉
」
（
整
濁
商
務
印
醤
館
印
行
）

『
四
庫
全
書
総
目
』
（
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
一
年
）

「
劉
因
文
集
」
の
元
本
は
、
安
熈
が
校
定
し
た
と
い
う
指
摘
は
、
こ
の
崔
鐡
の
序
の
象
に
柔
え
、
元
代

の
史
料
か
ら
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
こ
の
事
を
明
記
し
た
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
注
⑧
に

あ
る
よ
う
に
、
安
熈
は
劉
因
の
私
淑
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
三
章
で
梁
る
如
く
、
文
集
十
余
巻
の
編
纂

に
携
わ
っ
た
門
人
、
故
友
の
一
人
に
数
え
得
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

「
劉
因
文
集
」
三
十
巻
本
の
存
在
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
至
正
官
刻
本
以
前
に
は
確
認
で
き
な

い
。

⑯
長
沢
規
矩
也
「
關
東
現
存
宋
元
版
書
目
」
弓
長
沢
規
矩
也
著
作
集
』
第
三
巻
、
宋
元
版
の
研
究
、
所
収
）

築
部
・
別
集
類
の
項
に
「
静
修
先
生
文
集
二
十
二
巻
・
五
冊
・
元
劉
因
・
元
至
順
元
年
宗
文
堂
刊
本
。

尊
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
元
刊
本
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。

⑰
李
謙
に
つ
い
て
は
、
『
元
史
』
巻
一
百
六
十
、
列
傅
第
四
十
七
、
李
謙
傅
を
参
照
。

⑱
『
宋
元
學
案
』
巻
九
十
一
に
あ
る
「
静
修
學
案
表
」
を
参
照
。

⑲
こ
の
「
鱗
記
」
は
、
費
葬
の
編
纂
し
た
「
静
脩
先
生
文
集
附
録
」
巻
上
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑳
「
抱
經
模
蔵
書
志
』
に
ふ
え
る
二
十
二
巻
本
は
、
あ
る
い
は
抄
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
抱
經
極
蔵
書

志
』
で
は
、
毎
雷
そ
の
版
の
種
類
を
き
ち
ん
と
あ
げ
て
お
り
、
抄
本
の
場
合
、
書
名
の
後
に
抄
本
と
注

記
し
て
あ
る
。
こ
の
二
十
二
巻
本
の
場
合
は
、
元
刊
本
と
注
記
さ
れ
て
い
て
抄
本
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
「
案
巻
一
後
注
云
、
元
刻
有
至
順
庚
午
孟
秋
宗
文
堂
刊
十
字
」
と
い
う
解
説
か
ら
み
る
と
、

宋
賓
王
の
手
抄
本
の
そ
れ
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
宋
賓
王
の
手
抄
本
の
巻
一
後
注
に
は
「
元

刻
有
至
順
庚
午
孟
秋
宗
文
堂
刊
十
字
」
と
あ
る
。
本
論
⑦
の
項
で
述
べ
た
元
刊
本
に
は
、
本
文
で
も
指

摘
し
た
通
り
「
至
順
庚
午
孟
秋
宗
文
堂
刊
」
と
い
う
印
記
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
れ
が
元
刊
本

と
同
じ
も
の
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
解
説
も
自
ず
か
ら
違
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑪
手
抄
本
と
元
刊
本
と
で
は
、
「
目
録
」
に
は
詩
題
の
違
い
や
詩
題
注
の
有
無
、
詩
題
の
配
列
順
の
違
い

な
ど
が
染
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
本
文
で
は
み
な
一
致
す
る
。

⑫
『
愛
日
精
慮
藏
雷
志
』
巻
一
一
一
十
二
に
「
静
修
先
生
文
集
三
十
巻
、
明
宏
治
刊
本
、
元
劉
因
撰
、
凡
丁
亥

築
五
巻
…
…
合
三
十
巻
」
と
あ
り
、
こ
の
下
に
注
記
し
て
あ
る
。

⑳
崔
銑
に
つ
い
て
は
、
『
明
史
』
巻
二
百
八
十
二
、
列
傅
第
一
百
七
十
、
儒
林
陣
を
参
照
。

⑭
前
注
に
同
じ
。

⑳
『
元
史
』
巻
一
百
七
十
、
劉
因
傭
に
も
同
様
の
記
敏
が
あ
る
。

⑳
黄
猯
に
つ
い
て
は
、
宋
嫌
「
金
華
黄
先
生
行
状
」
（
『
宋
學
士
集
』
巻
二
十
五
、
所
収
）
、
或
い
は
、
『
元

史
』
巻
一
百
八
十
一
、
黄
滑
傳
、
な
ど
を
参
照
。

⑰
蹄
陽
の
「
碑
陰
」
も
、
楊
俊
民
の
「
祠
堂
記
」
も
、
い
ず
れ
も
質
舞
の
「
附
録
」
に
熟
え
る
。

⑳
『
元
史
』
巻
一
百
八
十
六
、
列
傅
第
七
十
三
、
蹄
暢
傅
を
参
照
。

⑳
質
舞
の
父
が
劉
因
に
師
事
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
歸
場
の
「
碑
陰
」
に
「
君
之
先
府
君
、
嘗
執
經
先
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⑳
注
⑳
参
照
。

⑫
本
論
を
通
戒

生
之
門
」
と
あ
り
、
楊
俊
民
の
「
祠
堂
記
」
に
も
「
侯
之
先
府
君
、
執
經
先
生
函
丈
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
伺
え
る
。

⑳
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
蘇
天
爵
の
「
墓
表
」
の
中
で
、
質
舞
自
身
に
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
る
。

先
生
之
没
五
十
有
六
年
、
道
徳
之
蕊
、
風
節
之
偉
、
固
多
士
之
所
景
仰
、
丘
基
之
寄
是
邑
者
、
秀
無

宗
人
守
護
、
舞
自
下
車
、
率
僚
吏
諸
生
舜
而
祠
之
、
恭
修
封
樹
以
限
樵
牧
、
又
將
建
石
琢
欝
、
彰
示

悠
久
、
庶
來
者
聞
風
興
起
焉
、

本
論
を
通
じ
て
い
ま
ま
で
糸
て
き
た
こ
と
を
総
合
し
て
、
版
本
の
沿
革
を
表
示
し
て
お
く
。

一

［ ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
扇

一ヨ

｜

礎

〈
補
注
〉（
至
元
）
二
十
年
春
、
辞
劉
因
子
保
定
、
因
以
疾
欝
、
固
辞
之
、
乃
至
、
拝
右
賛
善
大
夫
、
以
吏
部
郎

中
爽
谷
之
奇
爲
左
賛
善
大
夫
、
是
時
已
立
国
子
學
、
李
棟
・
宋
衙
・
李
謙
皆
以
東
宮
僚
友
、
繼
典
教
事
、

致
是
命
因
専
領
之
、
而
以
偏
等
防
備
容
訪
、
嘗
曰
、
吾
聞
金
章
宗
時
、
有
司
論
大
學
生
輿
費
太
多
、
章

宗
謂
養
出
一
萢
文
正
公
、
所
償
顧
豈
少
哉
．
其
言
甚
善
、
會
因
復
以
疾
乞
去
。
（
『
元
史
』
巻
一
百
一
十

五
、
列
傅
第
二
、
裕
宗
）
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